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嘉麻市立碓井琴平文化館　　設計　徳岡昌克

　福岡県のほぼ中央部に位置する碓井町は、「碓井郷」の往古よ
り、自然に抱かれ、独自の郷土文化を育んできた。二十一世紀へ向
けて文化を軸にした個性豊かな町づくりの拠点として計画された碓
井琴平文化館は、郷土出身の詩人画家、織田廣喜画伯の作品を収
蔵、展示する美術館、古代から現代までの郷土資料を展示する碓井
郷土館、戦争資料や社会活動家の資料を展示する平和祈念館、そ
して町民への情報提供拠点となる図書館の四施設から構成される。
　織田廣喜画伯の作品の常設展示による美術館には、貸しギャラ
リーとしても利用できる企画展示室も設け、町民の芸術活動全般を
支授する施設とした。また、エントランスホールを介して郷土館とつな
ぐことで管理を集約しながら各館の独自性をもたせるように配慮し
た。図書館は、中央に大きな吹き抜けをとって天空光を取り入れ開
放的な空間構成としている。二階の平和祈念館には、吹抜けを巡
る明快な回遊動線を設定し、単独利用を考慮してブリッジによる個
別のアプローチ動線も確保されている。
　織田画伯の作風に周辺環境、地域特性を加味し、屋根は玄昌
石茸き、壁は織田画伯の自由な画風、温かい人柄、包容力のある
人生、あるいはまた芸術作品の永遠に失われることのない生命力を
象徴するモチーフとして青海波文様を用いた漆喰途りとした。公園
には竹と笹を主体とした植栽で修景した回遊式の散策路と多目的
広場を設け、憩いの場を創出している。
　朱と白壁の建築的アンサンブルが木々の緑に包まれ、生き生きと
した心豊かな暮らしを演出することを願っている。

受賞：第9回福岡県建築住宅文化賞大賞
　　　第8回ブルガリア世界建築トリエンナーレウィーン市長賞
　　　第８回公共建築賞地域特別賞（九州・沖縄地区）

撮影：SS九州（航空写真）、村井 修
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大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

大
阪
市
内
を
南
北
に
縦
断
す
る
御
堂
筋
。
北
は

梅
田
か
ら
南
の
商
業
地
で
あ
る
難
波
ま
で
を
結
ぶ
全

長
お
よ
そ
四
㎞
を
、幅
員
四
三
．六ｍ
の
六
車
線
で
つ

く
ら
れ
た
基
幹
道
路
だ
。
こ
の
御
堂
筋
を
彩
る
銀

杏
並
木
は
大
阪
を
象
徴
す
る
風
景
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
阪
市
の
道
路
は
、
豊
臣
秀
吉
が
大
坂
城
を
築

城
す
る
際
に
構
想
し
た
も
の
が
元
で
、
碁
盤
の
目

よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
馬
な
ど
が

往
来
で
き
る
貧
弱
な
も
の
で
、
第
五
回
内
国
勧
業

博
覧
会
を
契
機
に
道
路
整
備
が
進
ん
だ
。

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）
に
大
阪
市
長
の
池

上
四
郎
氏
が
、
梅
田
か
ら
難
波
間
を
都
市
計
画
街

路
第
一
号
線
と
し
て
拡
幅
す
る
計
画
を
発
表
。
第

七
代
大
阪
市
長
に
就
任
し
た
都
市
計
画
学
者
で
も

あ
る
關
一
氏
が
引
継
ぎ
将
来
を
見
据
え
た
都
市
政

策
を
推
し
進
め
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
年
）

に
地
下
鉄
御
堂
筋
の
建
設
と
合
わ
せ
総
工
費
三
三

七
五
万
円
を
か
け
て
着
工
し
た
。

　

し
か
し
完
成
ま
で
の
道
の
り
は
難
儀
の
連
続
で

あ
っ
た
。
幅
員
六
ｍ
の
道
路
を
約
八
倍
に
拡
幅
す

る
計
画
の
た
め
、
地
権
者
の
立
退
き
が
問
題
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
受
益
者
負
担
金
制
度
を
考
え
だ
し
た
が

市
民
の
大
反
対
に
困
難
を
極
め
た
。
粘
り
強
く
未

来
の
大
阪
の
発
展
の
為
に
有
益
な
こ
と
だ
と
理
解

を
求
め
続
け
た
。
ま
た
、
地
下
の
工
事
は
軟
弱
な

地
盤
の
掘
削
に
よ
り
附
近
の
家
屋
は
傾
き
地
下
水

も
枯
れ
果
て
た
ら
し
い
。
挙
句
の
果
て
に
土
佐
堀

川
で
締
切
が
決
壊
し
、
道
路
の
一
部
は
冠
水
し
市

電
が
不
通
と
な
っ
た
。
そ
し
て
幾
多
の
困
難
を
乗

り
越
え
昭
和
一
二
年（
一
九
三
七
年
）
に
開
通
し
た
。

　

一
〇
〇
年
先
を
考
え
実
行
す
る
。
こ
の
信
念
に

こ
そ
建
築
の
未
来
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

「
近
畿
建
築
祭
か
ら
全
国
大
会
へ
」

事
業
部
門
長　

徳
岡
浩
二

　

大
阪
府
建
築
士
会
が
行
う
総
会
、
全
国
大
会
な

ど
の
全
体
事
業
の
企
画
、
実
施
を
担
う
事
業
部
門

は
、
青
年
委
員
会
、
女
性
委
員
会
、
国
際
委
員

会
、
賛
助
会
委
員
会
、
シ
ニ
ア
委
員
会
で
構
成
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
講
習
会
、
見
学
会
な
ど
の
事
業
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
近
畿
建
築
祭
を
十
月

十
七
日
土
曜
日
に
大
阪
工
業
大
学
の
協
力
に
よ
り

常
翔
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
た
め
、
事
業
部
門
の
委

員
が
中
心
と
な
り
、
大
阪
府
建
築
士
会
の
委
員
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
二
〇
二
五

年
大
阪
・
関
西
万
博
に
合
わ
せ
て
全
国
大
会
を
大

阪
で
開
催
す
る
た
め
の
準
備
組
織
を
構
築
す
る
こ

と
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
会
員

懇
親
の
場
を
設
け
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
輪
を
釜

山
広
域
市
建
築
士
会
と
の
長
年
の
交
流
に
よ
る
信

頼
関
係
の
醸
成
、
長
野
県
建
築
士
会
と
の
情
報
交

換
、
交
流
事
業
に
も
進
展
さ
せ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
中
国
・
上
海
や
ベ
ト

ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
な
ど
海
外
の
建
築
関
係
団
体

と
の
連
携
協
定
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
事
業
部

門
の
機
能
強
化
を
図
り
、
委
員
の
増
強
、
賛
助
会

員
企
業
の
新
規
参
画
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
事
業
お
よ
び
委
員
と
し
て
の
皆

さ
ま
の
ご
参
加
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
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INFORMATION

計建築群（土佐材を使った大スパン建築物）他
を見学し、翌日は内藤廣氏設計（土佐材を使っ
た大スパン建築物）の牧野富太郎植物園・記
念館、JR高知駅、高橋晶子氏+高橋寛氏設計
の坂本龍馬記念館などを見学します。
日時　5月15日（金）　7：25新大阪駅集合
　　　5月16日（土）　18：20（予定）
　　　　　　　　　　新大阪駅解散
　　　※観光バスにて移動します。
行程　5月15日（金）　新大阪→高知県梼原
　　　　　　　　　　町→高知市
　　　5月16日（土）　高知市→新大阪
対象　土佐材を使ってくださる建築関係の方

土佐材の流通拡大に携わっていただける方
　　　対象の方が随伴される施主
費用　会員24,000円　一般27,000円
※費用の一部は土佐材流通促進協議会様、近

畿木材住宅協会様から補助を受けています。
定員　30名
※申込は、氏名、会員番号、性別、年齢、連絡

のつく住所、電話・FAX番号、メールアドレス
を記載の上FAXにて申込ください。

※実施1ヶ月前からキャンセル料が発生します。

建築物省エネ法改正のお知らせ

「パリ協定」（2016年11月発効）を踏まえた温
室効果ガス排出量の削減目標の達成等に向
け、住宅・建築物の省エネルギー対策の強化が
喫緊の課題となっています。このため、住宅・建
築物市場を取り巻く環境を踏まえ、住宅・建築
物の規模・用途ごとの特性に応じた実効性の
高い総合的な対策を講じることが必要とされて
います。これらの背景を踏まえ、建築物のエネル
ギー消費性能の向上に関する法律の一部を
改正する法律が、令和元年5月10日に国会に
おいて成立し、同年5月17日に公布されました。
詳細については、国土交通省HPをご確認くだ
さい。

建築基準法に定める完了検査の確
実な受検について

大阪府全体の完了検査実施率は、平成10年
の建築基準法改正以降、約38%から大幅に
向上し、現在では約95%まで改善されました。
しかし、全ての建築物が完了検査を受けている
状況ではなく、完了検査の本来の性格からすれ
ば十分と言えない状況にあります。
平成30年4月に宅地建物取引業法が改正さ
れ、既存建物の取引時の重要事項説明におい
て、検査済証など建物の建築及び維持保全の

懐かしい大阪・堺の近代建築の幻
燈上映会（78）
3/21

それぞれの時代を雄弁に物語る歴史建築を幻
燈で見ながら建築の面白さを考えてみたいと思
います。
日時　3月21日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館（北野田駅前）
申込　不要（参加自由）
講師　柴田正己（明治建築研究会代表）
問合　明治建築研究会
　　　Tel.090-4289-1492

建築レクチュアシリーズ217
4/3

大阪を拠点に活動を行う2人の建築家、芦澤
竜一氏と平沼孝啓氏が1組のゲスト建築家を
お呼びして、年に7回開催する建築レクチュア
シリーズ。建築家としての作家的な思想をお聞
きしながら、作品づくりの手法や建築へのアプ
ローチなどを探ります。今回のゲストスピーカー
は平田晃久氏です。
日時　4月3日（金）　19：00〜20：30
　　　（開場18：00）
ゲストスピーカー　平田晃久
会場　グランフロント大阪北館
　　　4階ナレッジシアター
      　大阪市北区大深町3-1
入場料　1,000円
定員　381名
申込　ウエブサイトより要申込
　　　https://217.aaf.ac
問合　（NPO 法人）アートアンドアーキテクト

フェスタ
　　　E-mail info@aaf.ac

講演会「建築家の翻訳力ー建築と
漁村空間」
4/11

漁村で建築作品をてがけた建築家を招いた講
演会です。漁村や地域性をどのように解読し作
品を設計しているのか。作品紹介を通して漁村
の翻訳方法に迫ります、さらに建築家の観点か
ら鳥羽漁村に向けた空間のあり方に向けた討
論を行います。
日時　4月11日（土）　13：00〜16：30
講演　貝島桃代（建築家/アトリエ・ワン/
　　　　　　　 筑波大学准教授）
　　　湯谷紘介（建築家/湯谷建築設計）
定員　80名（要申込・先着順）
申込受付期間　3/1〜4/10
入場料　鳥羽市立海の博物館入館料
会場　鳥羽市立海の博物館内映像ホール
　　　鳥羽市浦村町大吉1731-68
問合　鳥羽市立海の博物館
　　　Tel.0599-32-6006

　「講評」
　「受賞住宅紹介」
2.記念講演
　「近作について」
　岸 和郎（建築家、ケイ・アソシエイツ主宰）
3.トークセッション
　岸 和郎（建築家、ケイ・アソシエイツ主宰）
　遠藤克彦（建築家、遠藤克彦建築研究所 
　　　　 　代表取締役）
　コーディネーター
　髙田光雄（京都大学名誉教授）
問合　大阪市立住まい情報センター
　　　Tel.06-6242-1160

PARAMETRICISM
/Segmentmetric+RoboTectonic 
3/16 （開催日程が変更になりました）

ザハ・ハディド・アーキテクツ代表、パトリック・
シューマッハ氏を招聘しての講演会を開催します。
今回の講演会では脱均質化社会をテーマに日
本の単一化された産業構造を今一度考えなお
し、未来の可能性を示せる場となることを目的と
しています。
その上で、東京オリンピックの新国立競技場コ
ンペで最初に選ばれたザハ・ハデッド事務所の
現トップ、パトリック・シューマッハ氏にお越しいた
だき日本の産業構造と西欧の産業構造の違い
と本質について議論する予定です。
ご予約は、問合せのメールアドレスよりご連絡く
ださい。
主催　大阪産業大学デザイン工学部
　　　建築・環境デザイン学科
日時　3月16日（月）　18：45〜21：15
　　　※当初の日程から変更されています。
講演者　パトリック・シューマッハ　
　　　　（建築家、ザハ・ハディド・アーキテクツ）
　　　　山口　隆
　　　　（建築家、TYa/TYMDL主宰）
会場　大阪市中央公会堂
　　　大阪市北区中之島1-1-27
参加費　無料（要予約）
問合　大阪産業大学デザイン工学部建築・
　　　環境デザイン学科TYMDL（Takashi    
　　　Yamaguchi Media Design Lab）
　　　e-mail:tylab2403@gmail.com

状況に関する書類の保存状況について書面を
交付して説明しなければならなくなるなど、ますま
す検査済証の重要性が高まっております。
完了検査は、建築物の安全性を確保するため
の最後の手続きです。
完了検査の重要性を改めて認識して頂き、工
事監理者又は代理者の業務を行う際には、建
築主に対して完了検査の必要性を十分に説明
し、適切に完了検査の申請を行うことを求めて
いただくようお願いします。
■完了検査の確実な受検について
　大阪府ホームページをご覧ください。
■問合
　大阪府建築行政マネジメント推進協議会
　事務局
　（大阪府住宅まちづくり部建築指導室建築
　安全課）
　Tel.06-6210-9727

パネル展「建築物等を活かした都
市・地域の魅力創出に向けて」 
開催中〜3/30

大阪市都市整備局による「地域魅力創出建
築物修景事業」「生きた建築ミュージアム事業」

「HOPEゾーン事業」の概要とともに、各事業
で行われた修景（建築物の特徴を活かした外
観改修）の事例等を紹介します。
主催　大阪市都市整備局
　　　大阪市立住まい情報センター
日程　開催中〜3月30日（月） 
開館時間　平日土曜9：00〜19：00、
　　　　　日曜祝日10：00〜17：00
休館日　火曜、祝日の翌日
会場　大阪市立住まい情報センター4階 
　　　大阪市北区天神橋6-4-20
問合　大阪市立住まい情報センター
　　　Tel.06-6242-1160

第7回大阪市ハウジングデザインシ
ンポジウム

「建築のチカラ」
令和のハウジングデザインを考える
3/22

建築家の岸和郎氏をお招きして、ご自身の作品
やこれまでのハウジングデザイン賞の受賞物件
についてお話しいただき、大阪中之島美術館
の設計を担当した建築家の遠藤克彦氏と令和
時代のハウジングデザインについて語っていた
だきます。
主催　大阪市都市整備局
　　　大阪市立住まい情報センター
日時　3月22日（日）　13：30〜16：00
会場　大阪市立住まい情報センター3階ホール
　　　大阪市北区天神橋6-4-20
定員　100名（申込先着順）
参加費　無料
・プログラム
1.表彰式
　「第33回大阪市ハウジングデザイン賞賞状贈呈」

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。 本会の事業はホームページから申込できます。 http://www.aba-osakafu.or.jp/
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

いし、特に改修工事にスポットを当ててセミナー
を開催したいと思います。
日時　3月27日（金）　18：20　集合
　　　18：30〜20：00　セミナー
　　　20：00〜22：00　懇親会
会場　岸和田市立浪切ホール　研修室1
　　　大阪府岸和田市港緑町1-1
定員　30名（定員に達し次第締切）
参加費　会員・会員外とも1,000円
　　　　学生無料（※学生証提示にて）

体験セミナー「苔テラリウム」づくり
苔おじさんに学ぶ
小さな苔から地球温暖化帽子?!
4/25　CPD3単位

苔遊びの第一人者泉原一弥氏から地球温暖
化防止について学びます。その後、「苔テラリウ
ム」づくりを体験していただきます。泉原氏は、水
生生物を飼育する設備は「アクアリウム」です。

「アクア」は水の意味です。「アクア」のかわりに
「テラ」を挿入します。「テラ」とは、大地・陸地・
地球の意味です。続けると「テラリウム」となり、
苔だけを使うので「苔テラリウム」になり、小さな
器の中の地球ということでとおっしゃっています。
完成した作品は各自お持ち帰りいただきます。
日時　4月25日（土）　14：00〜16：30
会場　大阪府建築士会　東会議室
講師　日本苔緑化研究所所長　泉原一弥氏
参加費　新入会員・学生500円
　　　　会員1,000円　会員外1,500円
※別途、基本材料代1,500円頂戴します。
定員　30名（申込み先着順）

2020年度助成対象活動募集
〜地域貢献活動資金を助成します〜

建築士と地域住民等が連携して進めるまちづく
りなどの地域貢献活動に対して、本会が活動
費の助成などを行います。
募集締切　3月19日（木）
対象とする活動

原則として建築士と地域住民等で構成する
団体が、地域住民等と連携して進める地域
貢献活動で、営利を目的としていない活動。

助成額　1件の助成額は30万円を限度
応募方法　所定の申請書に必要書類を添え

て申請してください。

「TOSAZAIツアー in 高知・梼原」
5/15〜16　CPD5単位（予定） 

高知県では住宅用建築材に「土佐の木」を使
用していただける方を対象に、実際に森を見て
確認していただく「土佐材産地セミナー・産地見
学ツアー」を行っています。この度、近畿木材住
宅協会様との共催で高知・梼原の土佐材産地
セミナー、産地見学ツアーを企画いたしました。
土佐材の研修、製材や、梼原町の隈研吾氏設

が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講ください。
日程　令和2年4/24（金）、5/27（水）、
　　　7/1（水）、9/4（金）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより

お申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

景観まちづくり講座の受講者募集
3/14　CPD3単位

現在実施中の景観講座の締めくくりとなる最終
回講演会に参加できます。
日時　3月14日（土）　13：00〜16：00
内容　古地図研究と景観まちづくり
講師　岡 絵里子（関西大学教授）
※講演後、講座生による成果発表もあります。
定員　40名程度（先着順）
会場　本会会議室
受講料　会員1,000円　会員外1,200円
　　　　（講義資料代を含む）
申込締切　開催日の3日前まで

限界耐力計算による木造耐震設計
レビューと改修事例の紹介
3/24　CPD3単位

日本建築構造技術者協会（JSCA）関西支部
の木造住宅レビュー委員会が新たに発行した

「木造住宅・建築物の耐震性能評価・耐震補
強マニュアル（第7部）」より、2011年以降の
耐震設計レビュー実績の分析結果から読み取
れる傾向を紹介し、続いて限界耐力計算を用
いた最新の耐震改修の設計施工事例集の中
から長野県在住の女性建築士が手掛けられた
事例を紹介し、最後に他の事例の紹介と新た
に追加した設計資料の解説をします。
日時　3月24日（火）　14：00〜17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　120名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,000円
　　　　後援団体会員4,000円
　　　　一般5,000円

建築士の会いずみ野
テーマ別セミナー「防水改修」
3/27　CPD2単位（予定）

官民とも既存ストックの利用推進が提唱される
中、近年は台風や地震等の自然災害が相次い
でいます。雨水を屋内に漏らさないという、建築
物として重要かつ基本的な性能「防水」につい
て、講師を田島ルーフィング株式会社様にお願

　場所　大阪府建築士会事務局
◇学科試験日　　　二級7月5日（日）
　　　　　　　　　木造7月12日（日）
◇設計製図試験日　二級9月13日（日）
　　　　　　　　　木造10月11日（日）
■一級建築士試験
◇受験申込書の配布
　期間　3月23日（月）〜4月20日（月）
（土、日、祝日は除く。但し4/18（土）、4/19
（日）は配布します。）

　時間　9：30〜17：00
　場所  大阪府建築士会事務局
◇受験申込書の受付
　期間　4月16日（木）〜4月20日（月）
　（土、日も受付ます。）
　時間　10：00〜17：00
　場所　大阪府建築士会事務局
◇学科試験日　　　7月12日（日）
◇設計製図試験日　10月11日（日）
※インターネット又は郵送による受験申込は、

建築技術教育普及センターのホームページ
をご覧ください。

http://www.jaeic.or.jp/

令和元年度建築士定期講習
3/26、3/31　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
28年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
日程・会場・定員
　3/26（木） 大阪YMCA会館 200名
　3/31（火） 大阪府建築健保会館 90名
時間　9：15〜17：00（各講習日共）
受講料　12,960円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成28年度受講
者には、直接申込書を郵送しています。）

申込方法・受付場所（送付場所）
　大阪府建築士事務所協会事務局へ持参又
　は簡易書留による郵送。
　建築技術教育普及センターHPからWEB申
　込みも可能です。
　https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

令和2年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
4/24、5/27、7/1、9/4　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講

既存建築物耐震診断等の評価・評定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。

環境性能評価システム講習会
3/12　CPD3単位

CASBEE、LEED、WELL、BELS、環境に関わ
る様々な評価システムをその背景、特徴につい
て学びます。評価システムについての疑問に講
習会・質疑応答でお答えしますので、ぜひご参
加ください。
日時　3月12日（木）　15：00〜17：40
会場　大阪府建築士会　会議室
定員　50名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

令和2年建築士試験案内

■二級・木造建築士試験
◇受験申込書の配布
　期間　3月16日（月）〜4月13日（月）
（土、日、祝日は除く。但し4/11（土）、4/12
（日）は配布します。）

　時間　9：30〜17：00
　場所  大阪府建築士会事務局
◇受験申込書の受付
　期間　4月9日（木）〜4月13日（月）
　（土、日も受付ます。）
　時間　10：00〜17：00

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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ら推薦を受けた 20 名と、1 期 2 年の任
期満了者 8 名、合計 28 名の正会員を対
象に選考しました。
その結果、理事候補者 23 名、監事候補者
1名を選出し、2月度理事会でこれらの候
補者を総会に諮ることが承認されました。
理事・監事候補者の詳細につきましては、

「建築人」5 月号に同封する定時総会議
案書で会員の皆様にお知らせします。

本会と総合資格学院及び日建学院は、講
座割引に関する協定を締結しました。
協定により、両校が開催する建築士や宅
地建物取引士などの資格取得講座を本会
会員が受講する場合に、本会会員証を提
示することで最大 3 万円の割引が受けら
れることとなります。準会員の方も適用
されますのでご利用ください。

本会では毎年、建築業界の将来を担う優
秀な学生を表彰し、卒業後の励みとして
一層の精進を重ねていただくため、建築
関連学校の優秀卒業生を表彰しており、
今年度は 15 名の卒業生を表彰します。
表彰は、本会役員が卒業式等に出席して
対象者に直接表彰状を授与します。
本年度の表彰者在籍校は、大阪大、大阪
市大、大阪芸大、大阪工大、関西大、近
畿大、摂南大、大阪工技専、中央工学校、
修成建設専、日本理工情報専の 11 校 15
学科です。

（公社）日本建築士会連合会及び全国の建
築士会が共催して毎年実施している「高
校生の建築甲子園」は、本年度のテーマ

「地域のくらし～これからの地区センター～」
に、合計117点の応募を36都道府県建築
士会が受け付け、それぞれの建築士会の
代表に選抜された 36 点で競われました。

1/ 28 府建築士事務所協会新年交礼会
1/ 29 役員候補推薦委員会
1/ 30 国土交通省中央建築士審査会
1/ 31 東大阪市長面談

  不動産鑑定士協会賀詞交換会
2/ 4 能勢町長面談
2/ 10 大阪府収用委員会
2/ 12 池田市長面談

  運営委員会
2/ 13 都島第二工業高校表彰状授与
2/ 19 理事会・正副会長会議　　

  在阪建築 4 団体会長支部長会議
2/ 20 寝屋川市まち政策部長面談

本会役員 46 名のうち 22 名が、今年 5 月
の定時総会で任期満了のため、次期の役
員候補者を選出する選考委員会を 1 月
29 日に開催しました。
委員会では、本会役員としての資質を備
えるとともに、会員の声を運営に反映す
るために幅広い建築専門分野から選出す
ることなどを基本に、会長及び各部門か

最終審査では優勝、準優勝、特別賞など
8 点が選出され、大阪代表の大阪市立都
島第二工業高等学校の「路面電車の通る
街」が、まちづくりの基本である地域社
会を意識した点が評価され、「まちづく
り委員長特別賞」を受賞し、2 月 13 日
に岡本会長が同校を訪れ、提案した生徒
に表彰状と賞金を授与しました。

昨年 7 月に国土交通省の空き家対策補助
事業に採択された「空き家等既存住宅流
通市場活性化に資するインスペクション
等普及啓発事業」が、大阪の住まい活性
化フォーラムの弁護士、宅建士、不動産
鑑定士、瑕疵保険取扱者などとの専門家
の協労によりこのほど完了しました。
2 月 17 日には成果報告会が東京で開催
され、本会インスペクション委員会の佐
賀委員長と大阪府都市居住課の竹田主
査、川田福主査が出席し、事業成果を発
表しました。報告会には採択された 60
件の事業者が全国から参加し、終了後行
われた意見交換会では、空き家対策に関
する活発な議論が交わされました。
なお、事業成果は国土交通省及び本会
ホームページ等で公表します。

2 月 18 日に、本会の建築物耐震評価委員
会が登録している、（一財）日本建築防災
協会の全国耐震ネットワーク委員会の全
体会議が、全国の登録105団体から約200
名の関係者が出席して、東京霞ヶ関ビル
において開催され、本会も出席しました。
会議では、国土交通大臣官房の淡野審議
官及び文部科学省森参事官から、国の耐
震化の取り組み状況についての説明があ
り、その後、政策研究大学院大学の菅原
教授から「ニュージーランド、台湾、チ
リにおける建築物の応急危険度判定」、
東京大学の楠教授から「3 層 RC 建物の
大型振動台実験」についての特別講演が
ありました。

動静レポート

（右）
野田義和
東大阪市長

（右）
冨田裕樹
池田市長

（左）
上森一成
能勢町長

会長動静

国土交通省空き家対策補助事業の事業
成果を発表

社会貢献部門

全国耐震ネットワーク委員会全体会議
に出席

社会貢献部門

令和 2 年度の本会理事・監事候補者を
選任

運営部門

総合資格学院、日建学院と会員割引協
定を締結

運営部門

建築関連学校優秀卒業生 15 名を表彰

建築表彰部門

高校生の建築甲子園に大阪の都島第二
工業高等学校が入賞

建築表彰部門
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弁護士会副会長の閉会挨拶でセミナーが
終了した。
余談ではあるが今回のセミナーを開催す
る為に鑑定支援業務委員会と弁護士会住
宅紛争処理委員会所属弁護士とが 8 回に
渡り委員会を開催し協議を重ねた結果、
今回の充実したセミナーとなった事を報
告させて頂く。

Topics

建物における三大瑕疵は、タイルの浮き・
剥離、漏水とひび割れといわれています。
研修委員会構造・施工担当ではこれらへ
の対応として建築技術講習会を企画して
きました。2005 年以降、タイルに関す
る講習会を 3 回、防水関連 4 回、ひび割
れについては今回を含めて 4 回実施して
います。
コンクリートのひび割れは、これを無く
すことが非常に困難でコンクリート構造
物の永遠の課題ともいえます。今回の講
習会では、【講義 0】セメントペースト
の水和反応過程　【講義 1】ひび割れ問
題と取組み概要　【講義 2】鉄筋コンク
リート造に発生するひび割れの種類と発
生の仕組み　【講義 3】鉄筋コンクリー
ト造におけるひび割れ制御対策と検査の
要点という 4つのテーマで講義していた
だきました。

【講義 0】では、セメントの製造過程か
ら水和反応までを電子顕微鏡写真を交え

大阪府建築士会・大阪弁護士会共催セミ
ナーも回を重ね第 4 回を迎える事となっ
た。今回は建築紛争事件の中でも上位に
くる「雨漏り」を取り上げ建築士と弁護
士が発表する形式である。冒頭建築士会
会長の挨拶から始まり、最初に「雨漏り
事件に臨む弁護士・建築士が考えるポイ
ント」と題して塚本健弁護士作成のレ
ポートを中心に講義が為された。大きく
は雨漏りの特殊性、相談時、調査時、補
修時、法的構成、手続選択、事件解決時
等に留意する事項をその項目ごとに整理
し建築士と弁護士との協力の在り方を解
り易く且つ丁寧に説明された。
続いて「雨漏り事件簿」と題して玉水新
吾建築士作成の冊子を用いて雨漏りの現

ての説明でした。
【講義 1】は昭和 30 年代から後に発行さ
れた技術書や指針についての解説があり
ました。当時から構造設計から見た「キ
レツ」、材料・施工からみた「キレツ」
として、鉄筋コンクリート造の問題点と
してとりあげられていたことがわかりま

した。なかでも収縮ひび割れに着目され
ることが多くなったようです。

【講義 2】ではひび割れの種類と発生の
仕組みの説明です。ひび割れ発生の原因
として、A. 材料、B. 施工、C. 使用環境、
D. 構造外力、E.その他に分類していま
す。施工面ではコールドジョイント、ジャ
ンカ（豆板）の発生とともに特に初期材
齢時のひび割れの発生・展開を取り上げ
ています。乾燥収縮・自己収縮のメカニ
ズムと外部拘束及び埋設鉄筋の効果につ
いて解説は、ひび割れパターンの理解に
役立ったものと思われます。マスコンク
リートに関わる温度ひびわれはそのメカ

状、原因、被害、何故漏れるのか（表面
防水と下地防水の説明）、散水試験、実
験データ、各種調査、補修方法、適切な
施工補法等々について日頃から雨漏りの
問題に取り組んでいる貴重な経験則を具
体的に説明された内容であった。最後に

「具体的な雨漏り事件における着眼点」
と題し津村泰夫建築士、古野裕依子弁護
士両名で実際に発生した雨漏り事件につ
いて写真を見ながら事件に迫った。バル
コニー FRP 防水の施工不良、コンクリー
ト打継部分からの漏水、原因確定が困難
な事例、二次防水をしなかった施工、結
露等による漏水等の事例を挙げ事件ごと
に弁護士の疑問に建築士が答える方法で
の講義が為された。

ニズムの細かい説明と、耐久性観点から
中性化と鉄筋の腐食に関して解説があり
ました。

【講義 3】鉄筋コンクリート造における
ひび割れ制御対策では、施工不良による
初期ひび割れ対策、竣工後の収縮ひび割
れとマスコン対策及びひび割れ補修対応
に及んでいます。
日頃から耳にしている内容も多かったと
思いますが、新たに吸収できた新しい面
もあり、実り多い講習会であったと感じ
ました。

1

セパレータや埋設金物の拘束

による沈下の不均等（壁構造）

打設層ごとの沈下ひび割れ

（締固め不足をともなう）

鋼材による沈下の不均等（スラブ構造）沈下ひび割れ

2.2 ひび割れ発生のパターン

コンクリートに発生するひび割れの原因と対策
日程：令和元年 11 月 19 日（火）　　会場：大阪府建築健保会館　　参加者：53 名

吉野俊一（研修委員会担当理事）

大阪府建築士会・大阪弁護士会共催「雨漏り〜調査・補修・法的問題点〜」
日時：令和 2 年 2 月 4 日（火）　18：00 〜 20：00　　会場：大阪弁護士会館　　参加者：建築士 56 名、弁護士 41 名

南　勝喜（鑑定業務支援委員会委員長）
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上段：稲沢市荻須記念美術館
 （撮影：村井　修）
中段：「建築－生き様のデザイン」
 （著者：徳岡昌克、編集：㈱

シネクティックス、1998 年）
下段：湖西荘でのバーベキュー
 左より浩二氏、ホセ・ルイマ

氏、アントニオ・ビジェガス
氏、昌克氏、椎名英三氏

「
徳
岡
昌
克
さ
ん
を
偲
ぶ
」

淵
上
正
幸

　

愛
知
県
の
﹁
稲
沢
市
荻
須
記
念
美
術
館
﹂
の

正
面
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
つ
と
、
端
正
な
フ
ァ

サ
ー
ド
に
向
け
て
の
直
線
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ブ
に
、
両
サ
イ
ド
か
ら
の
緑
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
顔
を
だ
し
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
周
り
の
風
格

あ
る
雰
囲
気
が
よ
り
高
ま
り
、
襟
を
正
し
て
入

館
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
気
分
に
な
っ
て
く

る
。
そ
れ
は
今
を
去
る
四
〇
年
ほ
ど
前
の
遥
か

な
記
憶
で
、
僕
が
初
め
て
徳
岡
昌
克
さ
ん
に
お

会
い
し
た
の
は
、
こ
の
格
調
あ
る
荻
須
高
徳
画

伯
の
記
念
館
で
あ
っ
た
。

　

当
時
僕
は
雑
誌
『
新
建
築
』
の
編
集
部
員

で
、
徳
岡
さ
ん
の
こ
の
作
品
を
担
当
し
た
記
憶

が
あ
る
。
何
分
に
も
か
な
り
前
の
こ
と
な
の

で
、
記
憶
は
定
か
で
は
な
い
。
こ
れ
は
徳
岡
さ

ん
が
ま
だ
竹
中
工
務
店
に
在
職
さ
れ
て
い
た
時

の
、
応
募
作
品
が
四
四
一
件
も
あ
っ
た
公
開
コ

ン
ペ
に
勝
利
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
建
物
は

Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、『
新
建
築
』
の

一
九
八
三
年
一
〇
月
号
に
発
表
さ
れ
た
。
徳
岡

さ
ん
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
年
に
竹
中
工
務
店
を
辞

職
さ
れ
、
徳
岡
昌
克
建
築
設
計
事
務
所
を
創
設

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
僕
は
一
九
八
九
年
八
月
い
っ
ぱ
い
で

新
建
築
社
か
ら
独
立
し
て
編
集
事
務
所
を
設
立

し
、
個
人
的
に
は
建
築
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
僕
の
事
務
所
は

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
『
コ
ン
ペ
＆
コ
ン
テ

ス
ト
』（
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
出
版
）
の
編
集
を
任
さ
れ
、

ま
た
書
籍
の
編
集
も
し
、
個
人
的
に
は
連
載
執

筆
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
海
外
建
築
ツ
ア
ー
な
ど

を
始
め
て
忙
し
く
な
っ
て
き
た
。
や
が
て
い
つ

頃
だ
っ
た
か
忘
れ
た
が
、
徳
岡
さ
ん
か
ら
連
絡

が
あ
り
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
の

で
、
初
め
て
尼
崎
の
事
務
所
に
伺
っ
た
。

　

徳
岡
さ
ん
は
竹
中
工
務
店
在
職
当
時
か
ら
設

計
コ
ン
ペ
に
強
く
、
そ
の
実
力
は
竹
中
工
務
店

か
ら
独
立
し
て
か
ら
は
更
な
る
強
さ
を
発
揮
し

て
、
関
西
エ
リ
ア
で
は
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢

い
。
そ
れ
ら
は
規
模
が
大
き
い
美
術
館
や
博
物

館
と
い
っ
た
公
共
建
築
が
多
く
、
か
な
り
多
忙

で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
た
。
そ
し
て
事
務

所
の
作
品
も
た
ま
り
だ
し
て
き
た
。
僕
が
呼
ば

れ
た
の
は
そ
う
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　

僕
は
徳
岡
さ
ん
の
八
面
六
臂
の
活
動
か
ら
、

徳
岡
事
務
所
は
新
し
い
先
端
的
な
デ
ザ
イ
ン
の

も
の
か
な
と
い
う
勝
手
な
想
像
を
も
っ
て
伺
う

と
、
思
い
の
ほ
か
控
え
目
な
事
務
所
で
派
手
で

人
目
に
つ
き
や
す
い
よ
う
な
事
務
所
で
は
な

か
っ
た
。
一
九
三
〇
年
生
ま
れ
の
徳
岡
さ
ん
は

当
時
六
五
、六
歳
で
は
な
か
っ
た
か
。
例
の
温

厚
な
に
こ
や
か
な
笑
い
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。

そ
の
時
伺
っ
た
の
は
、
自
分
の
作
品
が
た
ま
っ

て
き
た
の
で
作
品
集
を
出
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
た
だ
単
な
る
作
品
集
で
は
な
く
、

自
分
の
回
顧
録
的
な
も
の
も
含
ん
だ
一
冊
に
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
徳
岡

さ
ん
の
履
歴
や
活
動
歴
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を

伺
っ
た
り
し
た
が
、
そ
の
内
容
の
広
さ
・
深
さ

に
驚
き
、
こ
れ
は
大
変
な
中
身
の
本
に
な
る
と

感
じ
た
。

　

実
際
に
編
集
作
業
が
始
ま
る
と
、
ま
ず
ど
の

よ
う
な
形
式
の
本
に
す
る
か
が
問
題
だ
っ
た
。

普
通
だ
と
誰
か
が
資
料
を
見
な
が
ら
徳
岡
さ
ん

に
つ
い
て
の
記
事
を
書
く
。
あ
る
い
は
誰
か
が

徳
岡
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
徳
岡
さ
ん
の
提
案
が
ユ

ニ
ー
ク
だ
っ
た
。
徳
岡
さ
ん
は
誰
か
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
さ
れ
る
と
、
硬
く
な
っ
て
う
ま
く
言
え

な
い
の
で
、
親
子
対
談
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

を
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
は
面
白
い
と
思
っ
た
。

徳
岡
さ
ん
に
は
三
人
の
子
供
が
あ
り
、
上
の
二

人
が
男
の
子
で
一
番
下
が
女
の
子
。
長
男
の
聡

一
さ
ん
は
徳
岡
工
務
店
の
代
表
だ
し
、
次
男
の

浩
二
さ
ん
は
徳
岡
設
計
事
務
所
の
副
所
長
。
下

の
郁
子
さ
ん
は
山
村
流
の
舞
踏
家
で
あ
り
、
皆

さ
ん
要
職
に
つ
い
て
い
る
。
徳
岡
さ
ん
は
自
分

の
過
去
に
お
け
る
成
功
談
、
失
敗
談
な
ど
を
交

え
た
対
談
で
、
子
供
た
ち
へ
自
分
の
人
生
訓

を
、
さ
り
げ
な
く
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
っ
た
。　
　

　

さ
て
そ
の
親
子
対
談
だ
が
、
僕
は
徳
岡
事
務

所
の
会
議
室
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
や
る
も
の
と

思
っ
て
い
た
ら
、
徳
岡
さ
ん
は
自
分
の
別
荘
で

や
ろ
う
と
い
う
。﹁
湖
西
荘
﹂
と
い
う
琵
琶
湖

の
西
岸
に
あ
る
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
ハ
ウ
ス
に

泊
ま
り
掛
け
で
来
て
欲
し
い
と
い
わ
れ
た
。
そ

こ
で
み
ん
な
で
食
事
を
し
て
楽
し
く
や
ろ
う
と

い
う
の
が
、
徳
岡
さ
ん
の
意
図
で
あ
っ
た
。
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
は
行
か
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
よ
り
は
、
喜
び
勇
ん
で
行
き

ま
す
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
﹁
湖
西
荘
﹂
は
楽
し
か
っ
た
！
琵
琶
湖
の
景

色
は
素
晴
ら
し
い
し
、
植
物
好
き
の
徳
岡
さ
ん

の
趣
味
で
あ
る
果
実
栽
培
の
果
樹
園
も
近
く
に

あ
っ
た
。
曰
く
、
び
わ
、
栗
、
柿
、
り
ん
ご
、

ぶ
ど
う
、
キ
ウ
イ
、
桃
、
梨
。
徳
岡
さ
ん
は
樹

木
に
つ
い
て
は
非
常
に
詳
し
く
、
い
ろ
い
ろ
案

内
し
て
説
明
し
て
く
れ
た
が
、
樹
木
の
名
前
は

覚
え
ら
れ
な
い
。﹁
湖
西
荘
﹂
の
敷
地
に
も
樹

木
が
多
か
っ
た
が
、
大
き
な
ケ
ヤ
キ
が
あ
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
テ
ニ
ス
は
浩
二
さ
ん
と

や
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
徳
岡
さ
ん
は
こ
こ
に
竹

中
時
代
の
仲
間
を
大
勢
呼
ん
で
パ
ー
テ
ィ
を
か

な
り
や
っ
て
親
睦
を
深
め
て
い
た
ら
し
い
。
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画
で
僕
の
は
じ
め
て
の
公
開
講
演
会
﹁
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
現
代
建
築
を
解
く
﹂（
主
催
：
大
阪
府

建
築
士
会
／
企
画
：
国
際
委
員
会
）
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。そ
の
よ
う
な
付
き
合
い
は
、

徳
岡
さ
ん
が
遺
し
て
く
れ
た
貴
重
な
財
産
で
あ

る
。僕
は
自
費
出
版
の
本
を
編
集
し
た
だ
け
で
、

か
く
も
親
し
く
長
く
続
く
お
付
き
合
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、
非
常
に
あ
り
が
た

く
珍
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
で
も
ご
両
名
と

は
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
は
続
い
て
い
る
。

　

懐
か
し
い
徳
岡
さ
ん
へ
の
思
慕
と
、
楽
し

か
っ
た
﹁
湖
西
荘
﹂
へ
の
憧
憬
の
念
が
、
今
僕

の
心
を
揺
る
が
し
て
い
る
。
い
つ
の
日
か
﹁
湖

西
荘
﹂
の
庭
を
散
歩
し
、
そ
こ
で
に
こ
や
か
な

徳
岡
昌
克
さ
ん
に
会
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

所
に
落
ち
着
い
た
が
、
そ
こ
に
ミ
ー
ス
の
高
弟

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
﹁
シ
ー
グ
ラ
ム
・
ビ
ル
﹂

を
担
当
し
た
ジ
ー
ン
・
サ
マ
ー
ズ
が
い
た
。
そ

こ
に
学
生
の
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ヤ
ー
ン
が
バ
イ
ト

に
来
て
い
た
と
か
。
僕
は
こ
れ
ら
の
事
務
所
の

う
ち
、
ミ
ー
ス
事
務
所
以
外
と
は
全
て
コ
ン
タ

ク
ト
を
し
て
資
料
を
借
り
て
『
ア
メ
リ
カ
建
築

案
内
二
』
に
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
い
う

訳
で
出
版
後
で
も
、
徳
岡
さ
ん
と
ア
メ
リ
カ
時

代
の
話
を
す
る
と
、
話
が
は
ず
ん
で
長
く
な
っ

た
記
憶
が
あ
る
。

　

徳
岡
さ
ん
と
の
付
き
合
い
は
、
書
籍
の
出
版

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
よ
く
電
話
を

い
た
だ
い
た
。
最
初
は
本
の
売
れ
行
き
と
か
、

本
に
関
す
る
話
が
多
か
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
今

ど
ん
な
建
築
を
設
計
し
て
い
る
と
か
、『
新
建

築
』
に
面
白
い
建
築
が
出
て
い
る
と
か
。
そ
う

し
た
友
達
的
な
関
係
が
続
き
だ
し
た
。
徳
岡
さ

ん
の
そ
う
し
た
ワ
イ
ド
な
付
き
合
い
方
は
、﹁
親

子
対
談
﹂
に
も
登
場
し
た
息
子
さ
ん
で
あ
る
聡

一
さ
ん
や
浩
二
さ
ん
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る

気
が
す
る
。

　

聡
一
さ
ん
は
僕
の﹁
ロ
ン
ド
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
＆
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
建
築
探
検
ツ
ア
ー
﹂
に
息

子
さ
ん
を
つ
れ
て
参
加
さ
れ
、
そ
の
後
の
東
京

で
の
同
窓
会
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
大
阪
か
ら
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
。
大
阪
で
は
浩
二
さ
ん
の
企

も
つ
書
籍
な
が
ら
、
そ
の
後
の
進
行
が
ス
ム
ー

ス
な
っ
た
こ
と
は
歪
め
な
い
。

　

徳
岡
さ
ん
が
名
付
け
た
『
生
き
様
の
デ
ザ
イ

ン
』
は
、
メ
イ
ン
の
﹁
親
子
対
談
﹂
の
前
に
三

つ
の
論
文
を
書
か
れ
て
い
る
。﹁
建
築
と
は
何

か
﹂﹁
私
が
建
築
創
り
に
考
え
る
こ
と
﹂﹁
都
市

の
景
観
―
―
み
ど
り
・
道
・
広
場
﹂
の
三
編
は
、

徳
岡
さ
ん
の
建
築
設
計
の
ベ
ー
ス
を
構
成
す
る

理
念
が
書
か
れ
て
い
る
。﹁
親
子
対
談
﹂
の
後

に
は
代
表
的
な
二
六
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
公
共
建
築
が
多
く
、
い
か
に
コ
ン
ペ
に
強

い
か
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
建
物

の
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
と
同
時
に
、
地
域
の
ア
ー

バ
ン
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
フ
ィ
ト
し
た
作
品
で

あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

徳
岡
さ
ん
の
話
で
特
に
僕
が
面
白
か
っ
た
の

は
、
ア
メ
リ
カ
時
代
の
話
だ
。
就
職
の
た
め
ミ

ノ
ル
・
ヤ
マ
サ
キ
の
事
務
所
を
振
り
出
し
に
、

い
ろ
い
ろ
な
事
務
所
の
訪
問
遍
歴
が
面
白
か
っ

た
。
ヤ
マ
サ
キ
事
務
所
の
後
シ
カ
ゴ
に
行
き
、

ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ロ
ー
エ
事
務
所
、

Ｓ
Ｏ
Ｍ
、
Ｃ
．Ｆ
．マ
ー
フ
ィ
ー
な
ど
の
著
名
事

務
所
の
訪
問
遍
歴
を
し
た
よ
う
だ
。
ミ
ー
ス
は

高
齢
で
週
に
一
～
二
回
し
か
事
務
所
に
来
な
い

か
ら
止
め
た
と
か
。
Ｓ
Ｏ
Ｍ
は
見
せ
た
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
徳
岡
作
品
が
気
に
入
ら
れ
な
か
っ

た
か
ら
と
か
。
結
局
Ｃ
．Ｆ
．マ
ー
フ
ィ
ー
事
務

　

メ
イ
ン
の
親
子
対
談
は
休
息
を
入
れ
つ
つ
長

時
間
に
渡
っ
た
が
、
徳
岡
さ
ん
は
少
年
時
代
か

ら
↓
大
学
↓
竹
中
時
代
↓
ア
メ
リ
カ
時
代
↓
竹

中
時
代
↓
徳
岡
事
務
所
時
代
と
、
記
憶
が
す
ご

く
て
次
か
ら
次
へ
と
い
ろ
い
ろ
な
話
が
出
て
き

た
。
こ
れ
が
余
り
に
も
多
い
の
で
僕
も
び
っ
く

り
し
た
と
同
時
に
、
本
に
し
た
時
こ
れ
ら
の
話

に
出
て
き
た
建
築
や
人
物
な
ど
の
カ
ッ
ト
写
真

は
ど
う
す
る
の
か
と
、
先
走
っ
た
考
え
が
脳
裏

を
よ
ぎ
っ
た
。
後
日
こ
の
件
で
話
し
た
時
に
、

徳
岡
さ
ん
は
任
せ
て
く
だ
さ
い
大
丈
夫
で
す
と

太
鼓
判
。
実
際
に
ほ
と
ん
ど
の
写
真
や
ス
ケ
ッ

チ
な
ど
が
し
っ
か
り
出
て
き
て
、
内
心
ル
・
コ

ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
よ
う
な
人
だ
と
思
っ
た
。

　
﹁
湖
西
荘
﹂
の
思
い
出
は
、
僕
の
仕
事
体
験

の
中
で
は
飛
び
抜
け
た
楽
し
い
印
象
を
残
し
て

く
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
徳
岡
さ
ん
か
ら
は
家
族

同
様
の
扱
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
僕
は
仕
事
で

伺
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
伸
び
伸
び
と
し
て
親
子

対
談
や
飲
食
、
そ
し
て
散
歩
な
ど
を
楽
し
ん
で

し
ま
っ
た
。
徳
岡
さ
ん
は
人
を
楽
し
ま
せ
る
術

に
長
け
て
い
る
と
、﹁
湖
西
荘
﹂
で
の
滞
在
で

わ
か
っ
た
。
こ
こ
で
の
一
泊
二
日
の
仕
事
の
や

り
方
は
、
出
版
を
頼
ん
だ
人
と
、
そ
れ
を
引
き

受
け
た
人
が
、
単
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
編
集
者

と
い
う
関
係
を
越
え
て
友
人
的
関
係
に
な
り
、

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
組
み
上
が
っ
た
仕
事
に

な
っ
た
こ
と
で
、
実
務
的
に
は
大
変
な
内
容
を

上段：アメリカへ行くためのポート
フォリオの 1 つ
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上より

沖縄市民会館
（撮影：新建築写真部）

ぼんちあられ神戸工場
（撮影：村井  修）

志賀町民センター
（撮影：村井  修）

木戸デイサービスセンター
（撮影：SS 大阪）

田川文化エリア
（撮影：村井  修）

徳
岡
昌
克
と
建
築
作
品

　

建
築
家
・
徳
岡
昌
克
氏
の
長
年
に
わ
た
る
設

計
活
動
に
お
い
て
転
機
と
な
っ
た
作
品
に
つ
い

て
、
ご
子
息
の
建
築
家
・
徳
岡
浩
二
氏
に
紹
介

い
た
だ
い
た
。

■
関
西
大
学
幼
稚
園
（
一
九
六
四
年
）

　

竹
中
在
籍
時
、
父
が
設
計
を
生
涯
や
っ
て
い

く
契
機
に
な
っ
た
作
品
で
す
。
屋
根
が
特
徴
的

な
建
物
で
親
鳥
が
ひ
な
鳥
（
園
児
）
を
翼
を
広

げ
て
優
し
く
抱
い
て
い
る
よ
う
な
形
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
す
。
当
時
、
新
建
築
の
編
集
長
を

さ
れ
て
い
た
馬
場
璋
造
さ
ん
が
こ
の
建
物
の
前

を
通
り
か
か
り
、
村
野
藤
吾
さ
ん
の
設
計
だ
と

勘
違
い
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
馬
場
さ
ん
と
父
が
出
会
い
、
新
建

築
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
の
翌
年
、
竹
中
を
休
職
し
て
ワ
シ

ン
ト
ン
、
シ
カ
ゴ
の
設
計
事
務
所
で
働
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
青
春
時
代
に
戦
争
で
負
け
、

日
本
を
負
か
す
ほ
ど
の
技
術
を
も
っ
た
ア
メ
リ

カ
で
学
ん
で
み
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
一
方
で
、
文
化
的
な
面
で
は
日
本
は

負
け
て
い
な
い
と
い
う
自
負
を
持
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
向
こ
う
の
技
術
を
使
い
、
日
本
の
文

化
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
想
い
が
芽

生
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
沖
縄
市
民
会
館
（
一
九
八
〇
年
）

　

一
九
七
七
年
、
竹
中
の
九
州
支
店
の
設
計
部

長
で
赴
任
し
た
時
は
、
九
州
支
店
の
営
業
成
績

が
厳
し
い
状
況
で
し
た
。
そ
の
中
で
コ
ン
ペ
で

活
路
を
見
出
し
た
の
が
こ
の
作
品
で
す
。
当

時
、
竹
中
で
は
文
化
ホ
ー
ル
に
力
を
い
れ
て
い

ま
し
た
。
非
常
に
よ
く
で
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
後
の
沖
縄
の
文
化
ホ
ー
ル
は
こ
の

建
物
を
原
型
に
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

■
稲
沢
市
荻
須
記
念
美
術
館
（
一
九
八
三
年
）

　

こ
ち
ら
も
竹
中
在
籍
時
に
コ
ン
ペ
で
勝
ち

取
っ
た
作
品
で
す
。
日
本
の
コ
ン
ペ
の
中
で
も

歴
史
に
残
る
激
戦
の
コ
ン
ペ
で
し
た
。
沖
縄
も

そ
う
で
し
た
が
、
施
工
は
竹
中
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
小
さ
な
美
術
館
な
の
で
仕
事
と
し
て
は
採

算
が
合
わ
な
く
て
も
、
設
計
で
取
っ
た
仕
事
は

設
計
で
や
る
と
い
う
の
が
竹
中
の
ス
タ
ン
ス
で

し
た
。
新
聞
に
竹
中
工
務
店
の
名
前
が
出
て
十

分
宣
伝
効
果
が
あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
当
時

の
社
長
が
励
ま
し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
ぼ
ん
ち
あ
ら
れ
神
戸
工
場
（
一
九
八
四
年
）

　

こ
の
工
場
が
独
立
後
の
初
め
て
の
作
品
に
な

り
ま
す
。
竹
中
を
退
職
し
た
そ
の
日
に
設
計
の

依
頼
を
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
汚
れ
に
く

く
、
掃
除
も
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
、
内
外

共
に
イ
ソ
バ
ン
ド
仕
上
げ
と
し
て
い
ま
す
。
ぼ

ん
ち
揚
げ
が
日
本
の
お
菓
子
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
現
代
の
材
料
を
使
っ
て
日
本
の
郷
愁
や
日

本
の
色
を
表
現
し
ま
し
た
。
事
務
所
が
軌
道
に

乗
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
作
品
で
す
。

■
志
賀
町
民
セ
ン
タ
ー
（
一
九
八
八
年
）

　

こ
の
建
物
は
現
在
の
大
津
市
に
あ
り
、
出
身

が
滋
賀
県
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
と
て
も
思
い

入
れ
が
強
く
、
山
並
み
と
調
和
す
る
よ
う
な

建
物
の
在
り
方
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
九
九
五
年
に
竣
工
し
た
、
木
戸
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
も
志
賀
町
（
現
大
津
市
）
に
あ
り

ま
す
が
、
ま
ち
な
み
に
馴
染
む
よ
う
に
建
物
を

三
つ
に
割
っ
て
、
色
斑
の
あ
る
屋
根
瓦
を
特
注

し
ま
し
た
。
庭
の
池
と
浴
場
の
水
面
の
高
さ
を

合
わ
せ
、
琵
琶
湖
で
泳
い
だ
原
風
景
を
思
い
出

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

■
田
川
市
文
化
エ
リ
ア
（
一
九
九
一
年
）

　

こ
ち
ら
は
田
川
市
と
い
う
炭
鉱
で
有
名
な
街

の
美
術
館
で
す
。
炭
鉱
が
廃
鉱
に
な
っ
て
地
域

産
業
が
衰
退
し
て
い
る
中
で
、
文
化
で
地
域
を

元
気
に
し
た
い
と
い
う
市
の
要
望
で
し
た
。
美

術
館
を
作
り
、既
存
の
図
書
館
を
増
改
築
し
て
、

全
体
の
景
観
と
し
て
馴
染
ま
せ
な
が
ら
カ
フ
ェ

を
作
り
、
憩
い
の
場
所
と
し
て
回
遊
で
き
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が

集
ま
っ
て
文
化
的
な
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
い

う
意
味
で
、﹁
田
川
市
文
化
エ
リ
ア
﹂
と
名
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
小
磯
記
念
美
術
館
（
一
九
九
二
年
）

　

小
磯
良
平
さ
ん
の
美
術
館
で
す
。

　

こ
こ
は
都
市
公
園
で
あ
る
た
め
建
蔽
率
は

五
％
以
内
と
い
う
条
件
で
、
公
園
の
地
下
に
は

約
四
三
五
台
分
の
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。
中
庭

の
ア
ト
リ
エ
は
、
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
た
場

所
か
ら
ア
ト
リ
エ
部
分
だ
け
を
切
り
取
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
移
築
し
ま
し
た
。
瓦
も
一
枚
ず
つ

外
し
、
積
み
直
し
ま
し
た
。

■
嘉
麻
市
碓
井
琴
平
文
化
館
（
一
九
九
六
年
）

　

碓
井
町
の
織
田
廣
喜
さ
ん
の
美
術
館
が
核
と

な
っ
て
お
り
、
郷
土
館
、
平
和
祈
念
館
、
図
書

館
か
ら
な
る
複
合
文
化
施
設
で
す
。
も
と
も
と

は
炭
鉱
で
掘
っ
た
土
を
盛
っ
て
い
た
ボ
タ
山

で
、
荒
れ
地
の
よ
う
な
場
所
に
文
化
施
設
を
建

て
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
織
田
廣

喜
さ
ん
と
直
接
打
合
せ
を
し
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
行
し
ま
し
た
。
日
本
の
模
様
、
色
、



2020.03  建築人 12

上より

小磯記念美術館
（撮影：村井  修）

インタビュー風景：
　　　　　　後方左が徳岡浩二氏
　　　　　　　　右は藤城義丈氏
　　聞き手：飯田英二、河合哲夫、
　　　　　  河野  学、北  聖志
　　編集：梅田武宏、武藤優哉

材
料
を
意
匠
に
使
い
た
い
と
い
う
意
向
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
外
壁
は
地
域
で
採
れ
る
材
料

で
あ
る
漆
喰
塗
り
と
し
、
さ
ら
に
漆
喰
塗
り
の

壁
が
割
れ
る
の
を
防
止
す
る
た
め
、
ス
テ
ン
レ

ス
製
の
目
地
棒
を
用
い
て
青
海
波
模
様
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
ま
す
。
展
示
す
る
作
品
の
中
に
大

作
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
部
屋
を

作
る
と
い
う
手
法
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

■
め
く
ば
ー
る
三
輪
（
一
九
九
七
年
）

　

コ
ン
ペ
の
要
項
で
は
一
棟
の
建
物
を
建
て
る

と
い
う
も
の
で
し
た
が
、
大
き
な
ボ
リ
ュ
ー
ム

は
こ
の
街
に
は
合
わ
な
い
と
考
え
た
た
め
、
分

棟
形
式
を
提
案
し
ま
し
た
。
公
共
施
設
整
備
が

遅
れ
て
い
た
た
め
、
生
涯
学
習
施
設
、
図
書
館
、

劇
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
一
挙
に
建
設
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。

駐
車
場
は
全
て
外
側
に
配
さ
れ
、
内
側
は
昔
な

が
ら
の
広
場
を
回
復
さ
せ
る
と
共
に
、
い
ろ
い

ろ
な
方
向
へ
抜
け
る
道
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

地
方
に
お
い
て
施
設
へ
ア
ク
セ
ス
は
車
が
多
く
、

目
的
に
対
し
て
行
っ
て
帰
る
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
こ
の
場
所
に
は
滞
留
し
て

も
ら
っ
て
回
遊
性
を
出
す
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
や
買
い
物
に
行
く
以
外

で
み
ん
な
が
顔
を
合
わ
せ
る
場
所
が
集
落
で
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
場
所

に
行
け
ば
誰
か
に
会
え
る
と
い
う
、
み
ん
な
が

安
心
し
て
集
ま
れ
る
場
所
を
作
り
ま
し
た
。

■
風
土
に
馴
染
む
建
築

　

父
は
独
立
し
て
か
ら
、
日
本
の
誇
り
、
地
域

の
誇
り
と
と
な
る
よ
う
な
建
物
を
つ
く
る
こ
と

に
生
涯
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
風
土
に
馴
染
む
建

築
を
つ
く
る
た
め
、
フ
ラ
ッ
ト
ル
ー
フ
が
主
流

の
時
代
に
、
一
貫
し
て
勾
配
屋
根
を
用
い
、
地

域
特
有
の
材
料
を
使
っ
て
き
ま
し
た
。﹁
風
土

と
デ
ザ
イ
ン
﹂
を
出
版
し
た
際
に
は
航
空
写
真

で
、
上
空
か
ら
も
風
景
と
の
調
和
を
確
認
し
ま

し
た
。
派
手
さ
は
な
く
て
も
、
長
持
ち
す
る
も

の
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
根
底
に
は
戦
争
で
も
の
が
無

い
時
代
に
苦
労
し
た
経
験
、
勿
体
な
い
と
い
う

精
神
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
も
の
や
材
料
だ
け

で
な
く
、
職
人
さ
ん
の
人
生
や
努
力
な
ど
も
大

切
な
財
産
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
建
築
は
地

域
に
愛
さ
れ
、
大
事
に
し
て
も
ら
え
な
い
と
長

持
ち
し
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
長
く
地

域
の
環
境
に
貢
献
し
て
い
る
建
築
を
評
価
す
る

Ｊ
Ｉ
Ａ
25
年
賞
を
い
た
だ
い
て
き
た
こ
と
を
喜

ん
で
い
ま
し
た
。建
築
が
目
立
つ
の
で
は
な
く
、

人
と
か
営
み
の
背
景
に
な
る
よ
う
な
建
築
を
つ

く
る
。
そ
の
姿
勢
は
父
亡
き
後
も
現
在
の
事
務

所
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

稲沢市荻須記念美術館

撮影：村井　修
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初
め
て
、
建
築
家･
徳
岡
昌
克
と
い
う
こ
と

で
作
品
集
を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
。
誰
か
に
コ

メ
ン
ト
、
対
談
を
と
思
っ
た
が
、
構
え
る
と
う

ま
く
言
え
な
い
の
で
親
子
対
談
に
し
た
ら
と
思

い
つ
い
た
。
ま
ず
僕
が
一
気
に
語
っ
て
、
次
元

が
合
う
と
こ
ろ
か
ら
対
談
を
始
め
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
。

❖

　

僕
は
一
九
三
〇
年
四
月
横
浜
生
ま
れ
。
父
が

竹
中
工
務
店
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
関
東
大
震

災
で
横
浜
へ
行
っ
た
か
ら
、
そ
れ
で
横
浜
で
生

ま
れ
た
。
父
の
故
郷
は
滋
賀
県
だ
か
ら
、
東
京

の
ほ
う
で
名
義
人
と
か
い
ろ
ん
な
形
で
残
る
よ

う
に
と
だ
い
ぶ
進
め
ら
れ
た
け
れ
ど
、
親
も
み

ん
な
こ
ち
ら
（
関
西
）
に
住
ん
で
い
る
か
ら
と

い
っ
て
帰
っ
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
、
そ
れ
は

私
が
三
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

❖

　

中
学
受
験
は
大
阪
で
受
け
た
け
れ
ど
う
ま
く

い
か
な
く
て
、
中
学
三
年
の
時
に
敗
戦
に
な
っ

た
。
中
学
三
年
ぐ
ら
い
の
時
に
今
の
郷
里
に
疎

開
の
こ
と
も
あ
っ
て
転
校
し
て
き
て
、
江
若
鉄

道
の
一
番
奥
の
今
津
中
学
と
い
う
の
に
入
っ

た
。
こ
れ
が
ま
た
年
頃
か
ら
し
て
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
だ
っ
た
の
は
、
こ
の
時
敗
戦
に
な
っ
た
こ
と

だ
。
玉
音
放
送
も
聞
い
た
。
動
員
さ
れ
て
、
干

拓
で
琵
琶
湖
の
内
湖
を
干
し
上
げ
て
水
田
に
す

る
と
い
う
仕
事
を
軍
隊
と
一
緒
に
や
っ
て
い

た
。
ど
う
も
負
け
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

み
ん
な
松
林
の
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
そ
の
玉
音

放
送
を
聞
い
た
が
、
当
時
の
ラ
ジ
オ
の
こ
と
だ

か
ら
雑
音
が
入
っ
て
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。

今
、
天
皇
陛
下
の
お
話
が
あ
っ
た
が
、
総
括
す

る
と
ど
う
も
負
け
た
ら
し
い
。

❖

　

田
舎
の
中
学
校
だ
っ
た
け
ど
比
較
的
恵
ま
れ

て
い
た
の
は
、
戦
時
中
の
疎
開
等
で
優
秀
な
先

生
が
き
て
い
た
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。

そ
の
中
で
高
木
大
幹
さ
ん
と
い
う
先
生
が
き
て

い
た
。そ
の
先
生
は
非
常
に
英
語
が
う
ま
く
て
、

K
ing's English

を
し
ゃ
べ
っ
た
。
僕
は
そ
の

先
生
に
可
愛
が
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
英
語
の

力
が
つ
い
た
の
は
そ
の
先
生
の
お
か
げ
だ
。

❖

　

大
学
の
時
も
何
度
か
失
敗
し
て
、
父
に
迷
惑

を
か
け
た
。
敗
戦
直
後
の
こ
と
と
て
、
食
べ
る

も
の
が
な
い
不
自
由
な
時
代
を
、
父
は
大
阪
に

単
身
で
働
い
て
い
て
、
祖
父
も
母
や
姉
も
田
畑

仕
事
に
精
を
出
し
て
私
た
ち
を
養
っ
て
く
れ
た
。

昌
克
は
勉
強
だ
け
し
て
お
れ
ば
よ
い
と
、
父
は

不
自
由
な
生
活
の
中
で
帰
っ
て
来
る
と
き
は
い

つ
も
藁
半
紙
の
参
考
書
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
て

く
れ
、
ま
た
母
や
姉
の
お
か
げ
で
、
田
畑
に
も

ほ
と
ん
ど
出
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
四
年
生
の

時
に
旧
制
高
校
を
受
け
て
失
敗
し
て
五
年
生
で

三
髙
を
受
け
て
失
敗
し
て
、
後
期
に
受
け
た
京

都
工
業
専
門
学
校
に
入
っ
て
勉
強
す
る
こ
と
に

な
る
け
れ
ど
も
、
で
も
建
築
を
や
る
と
い
う
決

意
は
実
は
自
分
の
も
の
で
は
な
く
て
、
父
の
願

望
で
あ
っ
た
。
兄
が
亡
く
な
っ
て
、
父
が
建
設

業
を
や
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
父
は
京
都
工

業
専
門
学
校
に
入
れ
て
建
築
の
勉
強
を
さ
せ
た

か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
当
時
、
父
が
東
京
へ

行
っ
た
と
き
、
蔵
前
高
専
、
今
で
い
う
東
京
工

業
大
学
に
な
る
の
か
、
そ
こ
を
出
ら
れ
た
大
内

二
男
さ
ん
と
い
う
竹
中
工
務
店
の
偉
い
人
が
い

て
、
こ
の
方
が
と
て
も
立
派
な
人
だ
っ
た
と
感

心
し
て
い
た
。
や
っ
ぱ
り
倅
に
は
ぜ
ひ
高
等
教

育
を
受
け
さ
せ
た
い
と
い
う
の
が
父
の
願
望

で
、
建
築
を
や
ら
せ
た
か
っ
た
よ
う
だ
。
母
は

ひ
と
り
息
子
だ
か
ら
医
者
に
し
た
か
っ
た
。
学

校
の
先
生
に
は
﹁
徳
岡
君
は
実
に
品
行
方
正
、

学
術
優
等
、
英
語
も
で
き
る
し
、
人
の
面
倒
見

も
よ
い
か
ら
学
校
の
先
生
に
な
っ
た
ら
ど
う
や
﹂

と
言
わ
れ
た
が
、
結
局
父
の
意
見
を
聞
い
て
建

築
を
選
ん
だ
。
学
校
へ
入
っ
て
か
ら
は
建
築
を

選
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

❖

　

そ
れ
で
京
工
専
時
代
は
白
石
博
三
先
生
と
福

田
朝
生
先
生
に
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。

人
は
成
長
す
る
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
人
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
こ
の
く
ど
く

ど
話
を
し
て
い
る
。
何
で
も
無
い
よ
う
な
言
葉

が
非
常
に
自
分
を
捉
え
て
、
自
己
啓
発
の
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
ま
あ
こ
う
い

う
話
に
な
る
ん
だ
け
れ
ど
も
。
白
石
先
生
は
非

常
に
論
客
だ
っ
た
。
ま
あ
竹
中
に
入
っ
て
か
ら

の
こ
と
だ
け
ど
も
、
当
時
関
西
の
論
客
と
い
わ

れ
た
の
は
、
ま
ず
倉
敷
の
浦
辺
鎮
太
郎
さ
ん
、

そ
れ
と
竹
中
の
小
川
正
さ
ん
、そ
れ
に
工
繊（
当

時
は
京
都
工
業
専
門
学
校
）
の
白
石
先
生
だ
っ

た
と
か
。
白
石
先
生
に
は
、
こ
う
い
っ
た
ら
申

し
訳
な
い
け
ど
、僕
は
か
な
り
饒
舌
に
な
っ
て
、

理
屈
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
非
常
に
早
口
に

な
っ
て
、
ひ
と
頃
は
も
う
人
を
説
得
し
よ
う
と

思
う
と
、
次
々
と
言
葉
が
出
て
き
て
相
手
を
ね

じ
伏
せ
よ
う
と
す
る
悪
い
習
慣
に
な
っ
た
の
は

白
石
先
生
の
お
か
げ
か
な
と
。

❖

　

さ
て
二
年
生
ぐ
ら
い
の
時
に
、
模
写
の
対
象

に
な
る
建
築
を
選
ん
で
先
生
に
報
告
し
て
、
そ

れ
か
ら
下
図
を
描
い
て
着
色
す
る
と
い
う
作
業

が
あ
っ
た
。
自
分
は
一
生
懸
命
選
ん
で
、
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
の
つ
く
っ
た
建
物
を
模
写
し
よ
う
と

思
っ
た
ら
、﹁
い
い
け
ど
こ
れ
は
あ
ま
り
良
い

建
築
で
は
な
い
よ
﹂
と
。
良
い
建
築
か
、
そ
う

で
な
い
建
築
か
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
教
え
て

く
れ
た
の
は
白
石
先
生
だ
っ
た
。
何
も
言
わ
な

い
で
、
こ
れ
は
あ
ま
り
良
い
建
築
で
な
い
よ
と

言
わ
れ
た
ん
で
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
、
ぼ
く
は

図
書
館
に
こ
も
っ
て
一
生
懸
命
に
外
国
の
雑
誌

を
見
て
、
や
っ
と
見
つ
け
の
が
オ
ラ
ン
ダ
の

デ
ュ
ド
ッ
ク
の
作
品
だ
っ
た
。
デ
ュ
ド
ッ
ク
の

作
品
を
持
っ
て
行
っ
た
ら
先
生
が
﹁
あ
あ
徳

岡
君
こ
れ
は
い
い

よ
、
こ
れ
を
や
り

た
ま
え
﹂
と
言
わ

れ
た
。﹁
こ
れ
や
っ

た
ら
パ
ー
ス
に
し

て
よ
ろ
し
い
﹂
と

い
わ
れ
た
、
自
分

は
少
し
道
が
つ
い

た
か
な
と
い
う
の

で
、
大
変
感
謝
を

抄
録
　
わ
が
建
築
の
半
生
を
省
み
る
（
親
子
対
談
）　
　
　
　
　
　
徳
岡
昌
克  

―  
構
成
・
石
堂
　
威

　
　
　
　
　
　

 『
建
築
―
生
き
様
の
デ
ザ
イ
ン
』（
一
九
九
八
年
発
行
）

デュドックのヒルヴェルスム市庁舎
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石
堂　

威

　

一
九
四
二
年 

台
湾
・
台
北
市
生
ま
れ
。

　

一
九
六
四
年 

早
稲
田
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。

 

同
、
新
建
築
社
入
社
。

　

一
九
八
〇
年 

『
新
建
築
』
編
集
長
（
〜
一
九
九
一
）。
兼
任

 

『
住
宅
特
集
』
創
刊
編
集
長
（
一
九
八
五
〜
一
九
八
八
）

　

一
九
九
二
年 

『G
A

 JA
P

A
N

』
創
刊
編
集
長
（
〜
一
九
九
五
）

　

一
九
九
六
年 

都
市
建
築
編
集
研
究
所
設
立
。

　

二
〇
〇
八
年 

徳
岡
昌
克
作
品
集 

制
作 

『
建
築
︱

風
土
と
デ
ザ
イ
ン
』

 

（
建
築
資
料
研
究
社
発
行
）

し
て
い
る
。
自
分
の
目
で
も
の
を
選
ば
せ
る
よ

う
に
先
生
が
自
分
を
教
育
し
て
く
れ
た
こ
と
は

大
変
あ
り
が
た
い
。

❖

　

学
校
は
幸
い
恩
賜
の
万
年
筆
を
も
ら
っ
て

ト
ッ
プ
で
卒
業
し
た
。
就
職
に
つ
い
て
特
に
情

報
が
あ
っ
た
わ
け
で
な
く
、
父
の
進
め
る
ま
ま

竹
中
の
入
社
試
験
を
受
け
る
機
会
を
得
た
。
父

は
竹
中
の
下
請
け
だ
っ
た
か
ら
ず
い
ぶ
ん
頼
ん

で
く
れ
た
ら
し
い
。
幸
い
と
て
も
良
い
成
績
で

入
っ
た
と
か
。

❖

ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
：
編
集
者
の
目
に
と
ま
る

　

三
〇
歳
の
時
に
ア
メ
リ
カ
へ
行
き
た
い
と

思
っ
た
。
し
か
し
な
か
な
か
ス
ポ
ン
サ
ー
が
見

つ
か
ら
な
く
て
五
年
か
か
っ
た
。
こ
の
五
年
間

で
何
が
大
事
か
と
い
う
と
自
分
と
い
う
も
の
は

ど
ん
な
も
の
を
つ
く
れ
る
か
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。﹁
日
本
鋼
管
鉄
鋼
倉
庫
﹂
と

か
﹁
大
阪
見
本
市
﹂
と
か
﹁
藤
沢
薬
品
工
業
中

央
研
究
所
﹂
と
か
、
作
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
い
ろ
ん
な
設
計
を
精
力
的
に

や
っ
た
。
夜
帰
っ
て
か
ら
一
生
懸
命
タ
イ
プ
を

打
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
行
く
前
に
初
め
て
『
新

建
築
』
の
編
集
長
で
あ
っ
た
馬
場
璋
造
さ
ん
か

ら
竹
中
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
し
い
。﹁
関

西
大
学
幼
稚
園
﹂
は
誰
の
作
品
か
？
と
。
関
西

大
前
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

の
で
村
野
藤
吾
の
事
務
所
か
と
推
測
し
た
が

違
っ
て
い
た
の
で
問
い
合
わ
せ
た
よ
う
だ
っ

た
。
竹
中
工
務
店
と
わ
か
り
、
そ
の
担
当
者
は

と
い
う
こ
と
で
、
徳
岡
昌
克
に
つ
な
が
っ
た
。

こ
れ
が
も
と
で
雑
誌
『
新
建
築
』
に
発
表
さ
れ
、

英
文
版
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
が
運
命
の
扉

を
大
き
く
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

❖

湖
西
荘
（
研
修
所
）
の
話

　

琵
琶
湖
の
近
く
で
清
水
が
あ
っ
て
、山
の
よ
く

見
え
る
と
こ
ろ
が
欲
し
く
て
あ
ち
こ
ち
を
探
し

回
っ
た
。竹
中
で
日
頃
若
い
人
た
ち
に
ズ
ケ
ズ
ケ

と
指
導
す
る
か
ら
、罪
滅
ぼ
し
の
意
味
や
。
み
ん

な
に
感
謝
を
表
し
た
い
と
思
い
、
昭
和
四
七
～

四
八
年
頃
か
ら
九
州
に
行
く
五
二
年
頃
ま
で
、

ま
た
帰
っ
て
か
ら
の
昭
和
五
六
～
五
八
年
頃
、

自
分
の
事
務
所
を
持
っ
て
し
ば
ら
く
の
間
、
毎

年
竹
中
の
若
い
人
が
中
心
で
大
勢
来
て
く
れ
た
。

❖

　

そ
れ
と
は
別
の
グ
ル
ー
プ
で
出
江
寬
さ
ん
、

太
田
隆
信
さ
ん
、
狩
野
忠
正
さ
ん
、
小
角
亨
さ

ん
な
ど
、
そ
れ
に
西
村
征
一
郎
さ
ん
、
ヘ
キ
サ

の
中
筋
修
さ
ん
、
永
田
祐
三
さ
ん
、
取
締
役
に

な
っ
た
宗
田
奎
二
さ
ん
、
考
え
て
み
た
ら
み
ん

な
一
流
の
人
や
な
。
と
り
わ
け
家
族
ぐ
る
み
で

お
付
き
合
い
い
た
だ
い
て
子
供
た
ち
の
建
築
教

育
に
つ
い
て
お
世
話
に
な
っ
た
。
柏
木
浩
一
さ

ん
や
、
和
歌
山
大
学
の
本
多
友
常
さ
ん
、
そ
れ

か
ら
今
年
大
阪
建
築
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
の
苫
名

正
さ
ん
も
常
連
や
っ
た
な
。
と
に
か
く
お
も
し

ろ
い
や
な
い
か
。
僕
が
竹
中
の
課
長
を
し
て
い

る
時
の
徳
岡
課
に
は
、
強
者
が
多
か
っ
た
。

❖

　

突
然
、
永
田
さ
ん
が
竹
中
を
辞
め
る
と
言
っ

た
。
花
房
さ
ん
が
部
長
だ
か
ら
僕
に
は
直
接
言

わ
へ
ん
。
僕
は
九
州
に
行
っ
て
い
た
し
、
出
江

さ
ん
も
九
州
に
行
っ
て
る
と
き
に
辞
め
て
し

ま
っ
た
。
だ
け
ど
永
田
さ
ん
も
出
江
さ
ん
も
中

筋
さ
ん
も
西
村
さ
ん
も
全
部
い
た
と
き
、
岩
本

博
行
さ
ん
が
い
つ
も
言
っ
て
い
た
。﹁
お
前
は
、

き
ち
が
い
部
落
の
牢
名
主
で
、
や
や
こ
し
い
の

ば
か
り
お
っ
て
も
、
よ
う
う
ま
い
こ
と
乗
っ
て

る
な
﹂
と
言
っ
て
。
だ
っ
て
そ
ん
な
人
間
し
か

徳
岡
課
に
は
こ
な
い
。
み
ん
な
座
布
団
一
枚
ず

つ
持
っ
て
来
よ
る
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
座
布
団
が

高
く
な
る
が
、
座
布
団
一
枚
外
さ
れ
た
ら
崩
れ

る
も
ん
な
。
ぼ
く
は
三
八
歳
か
ら
直
接
お
客
さ

ん
に
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
も
う
課
長
や
も

ん
。
座
布
団
の
上
に
乗
っ
と
っ
た
。
そ
れ
で
そ

う
言
い
回
っ
て
い
た
け
ど
危
な
い
よ
な
、
よ
っ

ぽ
ど
僕
は
向
こ
う
見
ず
の
横
着
も
ん
や
っ
た
ん

や
な
。
み
ん
な
偉
い
人
や
ん
か
。
そ
ん
な
人
の

座
布
団
に
乗
っ
か
っ
て
い
た
ら
、
そ
り
ゃ
何
と

か
の
牢
名
主
や
で
。
で
も
難
し
い
お
客
さ
ん
に

当
た
っ
て
、
自
分
自
身
で
二
、三
日
徹
夜
、
夜

業
で
ス
ケ
ッ
チ
を
つ
く
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
で

も
大
体
は
﹁I'm

 alw
ays available.

﹂
い
つ

で
も
僕
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
と
、
部
長
に
も

言
っ
て
お
っ
た
。
人
間
で
も
仕
事
で
も
断
っ
た

こ
と
が
な
い
。﹁I'm

 alw
ays open. I'm

 just 
for you.

﹂
と
言
う
た
。
あ
ん
た
の
た
め
に
い

る
か
ら
何
で
も
言
っ
て
く
れ
や
と
。
そ
し
た
ら

仕
事
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
し
、
仕
事
が
増
え
た

ら
人
手
の
こ
と
も
ほ
っ
と
か
へ
ん
。
ど
ん
ど
ん

や
や
こ
し
い
こ
と
を
言
っ
て
く
る
し
、
や
や
こ

し
い
や
つ
は
み
ん
な
能
力
が
あ
る
や
ん
。
そ
し

た
ら
仕
事
出
来
る
の
は
当
た
り
前
や
。
柏
木
さ

ん
と
か
本
多
さ
ん
と
い
う
の
は
、
第
四
部
門
の

副
部
長
を
し
て
い
る
時
の
部
下
や
。（
後
略
）

第 5 回大阪国際見本市（1962 年）

関西大学幼稚園（1964 年）　撮影：多比良敏雄

アメリカ出発に際して竹中の人たちと（1965 年 9 月）
中央が徳岡氏、左隣が岩本博行氏、右隣が出江 寛氏、
永田氏、西村氏、宗田氏の顔も見られる
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徳岡昌克・徳岡設計年譜

徳岡昌克
私      事
社会活動

作　   品
業　   務

註：1951~64、

1968~82 は

竹中工務店在職中

の担当作品

受  賞  歴

1930 ～ 1960 1961 ～ 1970 1971 ～ 1982 1983 ～ 1990 1991 ～ 2000 2001 ～ 2010 2011 ～ 2019

30    4 月 20 日 出生

                 陸上競技団体 800ｍ競争
                 甲子園球場及び中百舌鳥陸上競技

場にて優勝旗授与される
                 高槻中学校陸上競技 10,000ｍ競争

学年一位
                 今津中学校陸上競技 7,000ｍ競争

学内優勝      村社講平氏より記念
メダル授与

51　京都工業専門学校建築科首席卒業
51　竹中工務店大阪本店設計部入社

64 ～ 65　  近畿建築士会協議会
　　　　　会報ひろば　編集委員
65　　　　日本建築協会
　　　　　全国工高コンクール審査委員
67　　　　The American Institute of   　　   
                      Architect （AIA） 
　　　　　シカゴ支部準会員
69 ～ 72　 近畿建築士会協議会会報
　　　　　ひろば　常任委員
69 ～ 72　 大阪府建築士会　評議員
70　　　   ドイツ建築家フリッツ・ボルネ   
                     マン氏講演会　通訳及び解説

72　　　  日本建築協会全国工高デザイン
コンクール審査員

72 ～ 76    京都工芸繊維大学工芸学部　　     
非常勤講師

73  ・  74　京都府建築士会講習会講師
78 ～ 79    日本建築学会九州支部常議員
78 ～ 80    日本建築学会九州支部コンペ 審  

査委員　
80 ～ 81    日本建築学会九州支部評議員
82　　　  マレーシア鉄骨建築技術フォー      

ラム講師

83　           徳岡昌克建築設計事務所　創設
83  ・  84　商業施設団体連合会　講師
86　           日本建築協会全国工高デザインコ

ンクール　審査委員長
87 ～ 90　大阪府建築士会　常任理事

88　           株式会社徳岡昌克建築設計事務所   
設立

90 ～ 92    日本建築士会連合会賞　審査員
90 ～ 92    日本建築家協会（JIA）　近畿支部  

幹事

91　        志賀町教育研究大会　講師
91 ～ 93 日本インテリアファブリックスコ

ンテスト審査員
92 ～ 95 大阪府建築士会　常任理事
92 ～ 96 滋賀建設大臣指定講習会講師
93 ～ 98 公共建築協会　会員
94 ～ 96 公共建築設計懇談会設計委託条件

検討部会　委員
96    日本医療福祉建築協会　広報検討部会
96 ～ 98 大阪府建築士会　監事
96 ～ 99 民間建築設計監理業務標準委託契

約約款検討委員会　委員
96 ～ 99 日本建築士会連合会契約約款等特

別委員会　委員
98　    　「建築－生き様のデザイン」刊行

52　池田銀行本店（設計・監理　石本建築
事務所）

53　大阪三信館（設計・監理　市浦建築設
計事務所）

54　日本銀行甲東園寮（設計・監理　日本
銀行管理部）

55　高知大丸増築、井沢商店、和栗邸、池
田銀行淡路支店、富士銀行島之内支店、
高知大丸独身寮

57　商工中金富山支所（設計・監理　日建
設計工務）

58　大和銀行茨木寮
59　大阪富士ビル（設計・監理　松田平田

設計事務所）

61　日本鋼管鉄鋼倉庫
    　 大阪国際見本市
    　 住友信託銀行売布寮
     　藤沢薬品工業中央研究所
   　  藤沢薬品工業厚生会館
    　 金井重工本社ビル
    　 サンケイビル別館
    　 三村邸
    　 三宮ビル
   　  無憂園
    　 守口幼稚園
    　 関西大学幼稚園
65　ムーマ建築事務所   マラデック邸他個
人住宅増改築・公共集合住宅

67　C.F. マーフィー建築事務所    コモン
ウェルス・エディソン・カンパニー／
ニュー・マコーミック・プレイス（初
期の検討平面企画）

68　東洋紡績敦賀ナイロン工場
69　藤沢薬品工業宝塚グランドハウス
69　日本万国博パビリオン（サンヨー館・
西ドイツ館・ポルトガル館・オンタリ
オ館）

70　大阪国際ホテル　メタボ阪急　梅田
OSホテル

70　ダイエー中百舌鳥ショッパーズプラザ

72　藤沢薬品工業研究所
72　鐘紡中央研究所本館
74　明星ビル
75　奈良ディアパークゴルフクラブ
75　江坂東洋ビル
79　十八銀行赤坂支店
79　西海病院
80　スカイハイツ熊本
80　沖縄市民会館
81　八代ロイヤルホテル
82　長崎ワシントンホテル

83　稲沢市荻須記念美術館
84　ぼんち（株）神戸工場
85　稲沢市保健センター
87　大阪府寝屋川水系改修工営所
87　オリックス高槻寮
88　志賀町民センター
89　大阪府吹田保健所・子ども家庭セン
ター

89　能舞台のある家
89　新旭町水鳥観察センター
90　大阪天王寺動物園正面ゲート他 5件
90　エミール・ガレのあるゲストハウス

11　うみんぴあ大飯賑わい創出施設　
11　九州大学（伊都）外国人研究者等宿
泊施設

11　かもしか荘
12　警視庁東大和災害活動教養総合訓練
施設

13　朝倉市秋月博物館
13　筑前町総合支所検討委員会　アドバ
イザー業務

13　伊丹市立荻野保育所
13　農業研究開発センター新築工事
14　稲沢市荻須記念美術館増築ほか
14　兵神装備株式会社ビジターセンター
15　有田市民会館（紀文ホール・図書館）
16　太子町南総合センター
16　越前市今立総合支所
16　あすなろ木守の郷新築移転
17　玉川学園高野公園保育園
17　大阪府福祉関連情報発信・コミュニ
ケーション支援拠点（仮称）

18　千早赤阪村新庁舎
18　新智頭図書館

91　田川市文化エリア
91　近鉄ハーツ／HUNTING（近商ストア
玉川店）　／ニノミヤ東大阪店

92　志賀町立図書館
92　鞍山市（中国）・尼崎市友好十周年記
念モニュメント

92　大阪府営高槻城東住宅
93　高槻市立総合保健福祉センター
93　神戸市立小磯記念美術館
93　新旭町役場新庁舎
94　大阪市立高等学校セミナーハウス
94　ビラデスト今津
95　モンセーヌ西神南
95　志賀町デイサービスセンター・志賀町
ふれあいセンター

95　大阪府立今宮高等学校
95　国立曽爾少年自然の家生活文化体験棟
96　豊中市立伝統芸能館・豊中市石塚会館
96　稲沢市荻須記念美術館アトリエ復元
96　福岡県身体障害者授産指導所
96　碓井町立碓井琴平文化館
96　国立若狭湾少年自然の家屋内多目的活
動施設

96　阪南パラドーム・大阪市教職員互助組
合厚生施設

96　福岡県中央児童相談所・障害者総合更
生相談所・精神保健センター

97　定期借地権方式・特定優良賃貸住宅　
いらか

97　能登川町総合文化情報センター
97　尼崎市営神崎北団地
98　湖西広域南部消防署
98　大阪府立吹田養護学校
98　小石原焼伝統産業会館
98　大阪市立港中学校
99　三輪町複合施設
99　愛東町健康福祉ゾーン、愛東町防災セ
ンター

99　志賀町役場新庁舎
00    茨田大宮分譲住宅
00    今津町歴史文化情報センター（新今津

町図書館）  
00    大阪府高槻府民プラザ新庁舎建替え 
00    医療法人 社団 宗正会 グループホーム
00　竹原マンション
00　滋賀文化短期大学図書館
00　東福間病院増改修

01　大阪府高槻保健所
01　（甘木市）仮称総合福祉施設
02　（福岡県）第５学区総合学科高校（粕
屋高校）

02　宝珠山村保健福祉センター
02　甲南町立図書交流館「ふるる」
03　兵神装備株式会社滋賀研究所
03　エコパレット滋賀
03　比叡山延暦寺大霊園　礼拝堂・庫裏、
鐘楼移設

03　夜久野町文化・保健福祉複合施設
04　高島市立静里なのはな園
05　筑豊高校大規模改築・改造
05　神戸市立駒ヶ林小学校
05　筑豊高校大規模改築・改造
06　兵神装備株式会社　滋賀工場における
東工場増築

06　富士生涯学習センター（仮称）
06　玉川学園幼稚園園舎増築
06　甲賀市あいこうか市民ホール整備
07　九州大学（伊都）学生寄宿舎Ⅱ
07　沖縄県警察学校射撃場
07　おおい町里山文化交流センター
08　九州大学（伊都）総合学習プラザ
09　玉川学園保育園

72　第 18 回大阪建築コンクール：藤沢薬
品工業研究所

73　第 19 回大阪建築コンクール佳作：肥
塚行雄邸

77　第 18 回 BCS 賞 : 奈良ディアパークゴ
ルフクラブ

82　第 23 回 BCS 賞：沖縄市民会館

84　第 16 回中部建築賞入選：ダイハツ健
康保険組合「びわ湖荘」志賀町

85　第 26 回 BCS 賞：稲沢市荻須記念美術
館

85　第 17 回中部建築賞入賞：稲沢市保健
センター

89　大阪府建築士会永年会員表彰
89　第 30 回 BCS 賞：志賀町民センター
90　第 17 回日本建築士会連合会会員作品
展優秀賞：志賀町民センター

90　第 24 回 SDA 賞シンボル部門：天王寺
動物園の案内板

97　第 8回ブルガリア世界建築トリエン
ナーレ入賞（ウィーン市長賞）：碓井
町立碓井琴平文化館

97　第 29 回中部建築賞入選：新旭町役場
新庁舎

98　医療福祉建築賞 1997：志賀町デイサー
ビスセンター・志賀町ふれあいセン
ター 

         第 40 回 SDA 賞入選：兵神装備株式会
社（滋賀県伊香郡）

         第 19 回日経ニューオフィス賞（近畿
ブロック）近畿ニューオフィス特別賞
「空間賞」日本経済新聞社：兵神装備
株式会社（滋賀県伊香郡）

00　第 24 回 hiroba 作品賞：めくばーる三輪

93　第 21 回日本建築士会連合会会員作品
展優秀賞：ぼんち（株）神戸工場

93　第 21 回日本建築士会連合会会員作品
展優秀賞：ぼんち（株）神戸工場

94　第 18 回 hiroba 賞入賞：神戸市立小磯
記念美術館

95　第 27 回中部建築賞入選：志賀町デイ
サービスセンター・志賀町ふれあいセ
ンター

96　第 28 回中部建築賞入選：家族旅行村
ビラデスト今津

96　第 4回愛知まちなみ建築賞入賞：稲沢
市荻須記念美術館アトリエ復元

97　第 9回福岡県建築住宅文化賞大賞：碓
井町立碓井琴平文化館

91　第 10 回麗しの滋賀建築賞：志賀町民
センター

92　第 3回公共建築賞：志賀町民センター
92　日本建築士会連合会会長表彰　　　
93　第 39 回大阪建築コンクール（知事賞）
入賞：大阪府営高槻城東住宅　

93　第 8回日本建築士会連合会賞優秀賞：
田川市文化エリア

93　第 12 回麗しの滋賀建築賞：新旭町水
鳥観察センター

93　第 25 回中部建築賞入賞：志賀町立図
書館　

93　第 4回緑のデザイン賞緑化大賞：新旭
町役場新庁舎

93　第 6回福岡県建築住宅文化賞大賞：田
川市文化エリア

07　第 19 回全国フロント施工例コンテス
ト　入賞　トステム株式会社：白庭台
駅北側店舗施設（SOLTE 白庭台）（奈
良県生駒市）

07　電化厨房フォーラム　快適厨房コンテ
スト 2007 特別賞　（協賛：東京電力株
式会社）：小田原福祉会潤生園れんげ
の里 

　　多摩のまちなみ建築デザイン賞　日野
市賞：多摩平の森ふれあい館

09　照明普及賞　九州支部長賞：佐賀市立
富士生涯学習センター（フォレスタふ
じ）

10　照明普及賞　九州支部長賞：九州大学
（伊都）総合学習プラザ

12　平成 23 年　照明普及賞：おおい町里
山文化交流センター

12　第４回建築人奨励賞：おおい町里山文
化交流センター

12　平成 24 年度木材利用優良施設　林野
庁長官賞：九州大学伊都ゲストハウス

14　平成 25 年度照明普及賞　優秀照明施
設九州支部長賞：夕陽の広場展望レス
トハウス

13　第 13 回 JIA25 年賞：志賀町民センター
14　第 14 回 JIA25 年賞：稲沢市萩須記念
美術館

15　第 15 回 JIA25 年建築：沖縄市民会館
15　建築人賞佳作：かもしか荘
18　第 17 回 JIA25 年賞：田川市文化エリ
ア

03　「建築－ゆずり葉のデザイン」　刊行　
08　「建築－風土とデザイン」　刊行

11　株式会社徳岡設計に社名変更

13　「欅－傘寿の日記と妻からの便り」刊行
　

16　建築家／徳岡昌克展　嘉麻市立織田廣
喜美術館で開催

19　大阪事務所・兵庫事務所を大阪市中央
区本町橋に統合移転

19 　6 月 26 日 逝去

小学校 中学校 工専 米国 九州支店 大阪本店竹中工務店大阪本店設計部所属 竹中工務店大阪本店設計部所属 徳岡昌克建築設計事務所創設 株式会社徳岡昌克建築設計事務所設立 株式会社徳岡計設立

高知大丸

大和銀行茨木寮 東洋紡績敦賀ナイロン工場 鐘紡中央研究所本館 稲沢市荻須記念美術館 おおい町里山文化交流センター

夜久野ふれあいプラザ かもしか荘

兵神装備株式会社

藤沢薬品工業研究所
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徳岡昌克・徳岡設計年譜

徳岡昌克
私      事
社会活動

作　   品
業　   務

註：1951~64、

1968~82 は

竹中工務店在職中

の担当作品

受  賞  歴

1930 ～ 1960 1961 ～ 1970 1971 ～ 1982 1983 ～ 1990 1991 ～ 2000 2001 ～ 2010 2011 ～ 2019

30    4 月 20 日 出生

                 陸上競技団体 800ｍ競争
                 甲子園球場及び中百舌鳥陸上競技

場にて優勝旗授与される
                 高槻中学校陸上競技 10,000ｍ競争

学年一位
                 今津中学校陸上競技 7,000ｍ競争

学内優勝      村社講平氏より記念
メダル授与

51　京都工業専門学校建築科首席卒業
51　竹中工務店大阪本店設計部入社

64 ～ 65　  近畿建築士会協議会
　　　　　会報ひろば　編集委員
65　　　　日本建築協会
　　　　　全国工高コンクール審査委員
67　　　　The American Institute of   　　   
                      Architect （AIA） 
　　　　　シカゴ支部準会員
69 ～ 72　 近畿建築士会協議会会報
　　　　　ひろば　常任委員
69 ～ 72　 大阪府建築士会　評議員
70　　　   ドイツ建築家フリッツ・ボルネ   
                     マン氏講演会　通訳及び解説

72　　　  日本建築協会全国工高デザイン
コンクール審査員

72 ～ 76    京都工芸繊維大学工芸学部　　     
非常勤講師

73  ・  74　京都府建築士会講習会講師
78 ～ 79    日本建築学会九州支部常議員
78 ～ 80    日本建築学会九州支部コンペ 審  

査委員　
80 ～ 81    日本建築学会九州支部評議員
82　　　  マレーシア鉄骨建築技術フォー      

ラム講師

83　           徳岡昌克建築設計事務所　創設
83  ・  84　商業施設団体連合会　講師
86　           日本建築協会全国工高デザインコ

ンクール　審査委員長
87 ～ 90　大阪府建築士会　常任理事

88　           株式会社徳岡昌克建築設計事務所   
設立

90 ～ 92    日本建築士会連合会賞　審査員
90 ～ 92    日本建築家協会（JIA）　近畿支部  

幹事

91　        志賀町教育研究大会　講師
91 ～ 93 日本インテリアファブリックスコ

ンテスト審査員
92 ～ 95 大阪府建築士会　常任理事
92 ～ 96 滋賀建設大臣指定講習会講師
93 ～ 98 公共建築協会　会員
94 ～ 96 公共建築設計懇談会設計委託条件

検討部会　委員
96    日本医療福祉建築協会　広報検討部会
96 ～ 98 大阪府建築士会　監事
96 ～ 99 民間建築設計監理業務標準委託契

約約款検討委員会　委員
96 ～ 99 日本建築士会連合会契約約款等特

別委員会　委員
98　    　「建築－生き様のデザイン」刊行

52　池田銀行本店（設計・監理　石本建築
事務所）

53　大阪三信館（設計・監理　市浦建築設
計事務所）

54　日本銀行甲東園寮（設計・監理　日本
銀行管理部）

55　高知大丸増築、井沢商店、和栗邸、池
田銀行淡路支店、富士銀行島之内支店、
高知大丸独身寮

57　商工中金富山支所（設計・監理　日建
設計工務）

58　大和銀行茨木寮
59　大阪富士ビル（設計・監理　松田平田

設計事務所）

61　日本鋼管鉄鋼倉庫
    　 大阪国際見本市
    　 住友信託銀行売布寮
     　藤沢薬品工業中央研究所
   　  藤沢薬品工業厚生会館
    　 金井重工本社ビル
    　 サンケイビル別館
    　 三村邸
    　 三宮ビル
   　  無憂園
    　 守口幼稚園
    　 関西大学幼稚園
65　ムーマ建築事務所   マラデック邸他個
人住宅増改築・公共集合住宅

67　C.F. マーフィー建築事務所    コモン
ウェルス・エディソン・カンパニー／
ニュー・マコーミック・プレイス（初
期の検討平面企画）

68　東洋紡績敦賀ナイロン工場
69　藤沢薬品工業宝塚グランドハウス
69　日本万国博パビリオン（サンヨー館・
西ドイツ館・ポルトガル館・オンタリ
オ館）

70　大阪国際ホテル　メタボ阪急　梅田
OSホテル

70　ダイエー中百舌鳥ショッパーズプラザ

72　藤沢薬品工業研究所
72　鐘紡中央研究所本館
74　明星ビル
75　奈良ディアパークゴルフクラブ
75　江坂東洋ビル
79　十八銀行赤坂支店
79　西海病院
80　スカイハイツ熊本
80　沖縄市民会館
81　八代ロイヤルホテル
82　長崎ワシントンホテル

83　稲沢市荻須記念美術館
84　ぼんち（株）神戸工場
85　稲沢市保健センター
87　大阪府寝屋川水系改修工営所
87　オリックス高槻寮
88　志賀町民センター
89　大阪府吹田保健所・子ども家庭セン
ター

89　能舞台のある家
89　新旭町水鳥観察センター
90　大阪天王寺動物園正面ゲート他 5件
90　エミール・ガレのあるゲストハウス

11　うみんぴあ大飯賑わい創出施設　
11　九州大学（伊都）外国人研究者等宿
泊施設

11　かもしか荘
12　警視庁東大和災害活動教養総合訓練
施設

13　朝倉市秋月博物館
13　筑前町総合支所検討委員会　アドバ
イザー業務

13　伊丹市立荻野保育所
13　農業研究開発センター新築工事
14　稲沢市荻須記念美術館増築ほか
14　兵神装備株式会社ビジターセンター
15　有田市民会館（紀文ホール・図書館）
16　太子町南総合センター
16　越前市今立総合支所
16　あすなろ木守の郷新築移転
17　玉川学園高野公園保育園
17　大阪府福祉関連情報発信・コミュニ
ケーション支援拠点（仮称）

18　千早赤阪村新庁舎
18　新智頭図書館

91　田川市文化エリア
91　近鉄ハーツ／HUNTING（近商ストア
玉川店）　／ニノミヤ東大阪店

92　志賀町立図書館
92　鞍山市（中国）・尼崎市友好十周年記
念モニュメント

92　大阪府営高槻城東住宅
93　高槻市立総合保健福祉センター
93　神戸市立小磯記念美術館
93　新旭町役場新庁舎
94　大阪市立高等学校セミナーハウス
94　ビラデスト今津
95　モンセーヌ西神南
95　志賀町デイサービスセンター・志賀町
ふれあいセンター

95　大阪府立今宮高等学校
95　国立曽爾少年自然の家生活文化体験棟
96　豊中市立伝統芸能館・豊中市石塚会館
96　稲沢市荻須記念美術館アトリエ復元
96　福岡県身体障害者授産指導所
96　碓井町立碓井琴平文化館
96　国立若狭湾少年自然の家屋内多目的活
動施設

96　阪南パラドーム・大阪市教職員互助組
合厚生施設

96　福岡県中央児童相談所・障害者総合更
生相談所・精神保健センター

97　定期借地権方式・特定優良賃貸住宅　
いらか

97　能登川町総合文化情報センター
97　尼崎市営神崎北団地
98　湖西広域南部消防署
98　大阪府立吹田養護学校
98　小石原焼伝統産業会館
98　大阪市立港中学校
99　三輪町複合施設
99　愛東町健康福祉ゾーン、愛東町防災セ
ンター

99　志賀町役場新庁舎
00    茨田大宮分譲住宅
00    今津町歴史文化情報センター（新今津

町図書館）  
00    大阪府高槻府民プラザ新庁舎建替え 
00    医療法人 社団 宗正会 グループホーム
00　竹原マンション
00　滋賀文化短期大学図書館
00　東福間病院増改修

01　大阪府高槻保健所
01　（甘木市）仮称総合福祉施設
02　（福岡県）第５学区総合学科高校（粕
屋高校）

02　宝珠山村保健福祉センター
02　甲南町立図書交流館「ふるる」
03　兵神装備株式会社滋賀研究所
03　エコパレット滋賀
03　比叡山延暦寺大霊園　礼拝堂・庫裏、
鐘楼移設

03　夜久野町文化・保健福祉複合施設
04　高島市立静里なのはな園
05　筑豊高校大規模改築・改造
05　神戸市立駒ヶ林小学校
05　筑豊高校大規模改築・改造
06　兵神装備株式会社　滋賀工場における
東工場増築

06　富士生涯学習センター（仮称）
06　玉川学園幼稚園園舎増築
06　甲賀市あいこうか市民ホール整備
07　九州大学（伊都）学生寄宿舎Ⅱ
07　沖縄県警察学校射撃場
07　おおい町里山文化交流センター
08　九州大学（伊都）総合学習プラザ
09　玉川学園保育園

72　第 18 回大阪建築コンクール：藤沢薬
品工業研究所

73　第 19 回大阪建築コンクール佳作：肥
塚行雄邸

77　第 18 回 BCS 賞 : 奈良ディアパークゴ
ルフクラブ

82　第 23 回 BCS 賞：沖縄市民会館

84　第 16 回中部建築賞入選：ダイハツ健
康保険組合「びわ湖荘」志賀町

85　第 26 回 BCS 賞：稲沢市荻須記念美術
館

85　第 17 回中部建築賞入賞：稲沢市保健
センター

89　大阪府建築士会永年会員表彰
89　第 30 回 BCS 賞：志賀町民センター
90　第 17 回日本建築士会連合会会員作品
展優秀賞：志賀町民センター

90　第 24 回 SDA 賞シンボル部門：天王寺
動物園の案内板

97　第 8回ブルガリア世界建築トリエン
ナーレ入賞（ウィーン市長賞）：碓井
町立碓井琴平文化館

97　第 29 回中部建築賞入選：新旭町役場
新庁舎

98　医療福祉建築賞 1997：志賀町デイサー
ビスセンター・志賀町ふれあいセン
ター 

         第 40 回 SDA 賞入選：兵神装備株式会
社（滋賀県伊香郡）

         第 19 回日経ニューオフィス賞（近畿
ブロック）近畿ニューオフィス特別賞
「空間賞」日本経済新聞社：兵神装備
株式会社（滋賀県伊香郡）

00　第 24 回 hiroba 作品賞：めくばーる三輪

93　第 21 回日本建築士会連合会会員作品
展優秀賞：ぼんち（株）神戸工場

93　第 21 回日本建築士会連合会会員作品
展優秀賞：ぼんち（株）神戸工場

94　第 18 回 hiroba 賞入賞：神戸市立小磯
記念美術館

95　第 27 回中部建築賞入選：志賀町デイ
サービスセンター・志賀町ふれあいセ
ンター

96　第 28 回中部建築賞入選：家族旅行村
ビラデスト今津

96　第 4回愛知まちなみ建築賞入賞：稲沢
市荻須記念美術館アトリエ復元

97　第 9回福岡県建築住宅文化賞大賞：碓
井町立碓井琴平文化館

91　第 10 回麗しの滋賀建築賞：志賀町民
センター

92　第 3回公共建築賞：志賀町民センター
92　日本建築士会連合会会長表彰　　　
93　第 39 回大阪建築コンクール（知事賞）
入賞：大阪府営高槻城東住宅　

93　第 8回日本建築士会連合会賞優秀賞：
田川市文化エリア

93　第 12 回麗しの滋賀建築賞：新旭町水
鳥観察センター

93　第 25 回中部建築賞入賞：志賀町立図
書館　

93　第 4回緑のデザイン賞緑化大賞：新旭
町役場新庁舎

93　第 6回福岡県建築住宅文化賞大賞：田
川市文化エリア

07　第 19 回全国フロント施工例コンテス
ト　入賞　トステム株式会社：白庭台
駅北側店舗施設（SOLTE 白庭台）（奈
良県生駒市）

07　電化厨房フォーラム　快適厨房コンテ
スト 2007 特別賞　（協賛：東京電力株
式会社）：小田原福祉会潤生園れんげ
の里 

　　多摩のまちなみ建築デザイン賞　日野
市賞：多摩平の森ふれあい館

09　照明普及賞　九州支部長賞：佐賀市立
富士生涯学習センター（フォレスタふ
じ）

10　照明普及賞　九州支部長賞：九州大学
（伊都）総合学習プラザ

12　平成 23 年　照明普及賞：おおい町里
山文化交流センター

12　第４回建築人奨励賞：おおい町里山文
化交流センター

12　平成 24 年度木材利用優良施設　林野
庁長官賞：九州大学伊都ゲストハウス

14　平成 25 年度照明普及賞　優秀照明施
設九州支部長賞：夕陽の広場展望レス
トハウス

13　第 13 回 JIA25 年賞：志賀町民センター
14　第 14 回 JIA25 年賞：稲沢市萩須記念
美術館

15　第 15 回 JIA25 年建築：沖縄市民会館
15　建築人賞佳作：かもしか荘
18　第 17 回 JIA25 年賞：田川市文化エリ
ア

03　「建築－ゆずり葉のデザイン」　刊行　
08　「建築－風土とデザイン」　刊行

11　株式会社徳岡設計に社名変更

13　「欅－傘寿の日記と妻からの便り」刊行
　

16　建築家／徳岡昌克展　嘉麻市立織田廣
喜美術館で開催

19　大阪事務所・兵庫事務所を大阪市中央
区本町橋に統合移転

19 　6 月 26 日 逝去

小学校 中学校 工専 米国 九州支店 大阪本店竹中工務店大阪本店設計部所属 竹中工務店大阪本店設計部所属 徳岡昌克建築設計事務所創設 株式会社徳岡昌克建築設計事務所設立 株式会社徳岡計設立

高知大丸

大和銀行茨木寮 東洋紡績敦賀ナイロン工場 鐘紡中央研究所本館 稲沢市荻須記念美術館 おおい町里山文化交流センター

夜久野ふれあいプラザ かもしか荘

兵神装備株式会社

藤沢薬品工業研究所
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Gallery 建築作品紹介 西大和学園学生食堂リニューアル工事 設計：コンパス建築工房
施工：ヒロタ建設

ほとんど厨房機能を止めることなく、夏休みの約 1 か月での突貫工事。
短期間で工事を完成させるために、機能的には食堂は、形を変えるので
はなく、人の流れ方を見直し、デザイン的には、既設の天井を黒く塗り
つぶして目立たなくし、照明器具や、既設アーチ窓などを強調。テーブ
ルは全て元のテーブルの脚を再利用して、天板だけを取り換え、様々な
居場所を設けた。殺風景だったテラス部分には、ルーバーの東屋を 3 棟
設け、約 90 種類の植物を雑木林のように植栽。季節に合わせて新緑や
紅葉、花や果実、鳥や虫など、一年を通して楽しむことができる。長く
愛され、学園生活の想い出の場所になることを願っています。

所 在 地：奈良県北葛城郡
用　　途：学生食堂
竣　　工：2019.09
構造規模：RC 造 2 階建
敷地面積：41892.63㎡
建築面積：1072.488㎡
延床面積：1818.058㎡
写　　真：岡田大次郎
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Gallery 建築作品紹介 C E N T R A L  P AT I O 設計：マニエラ建築設計事務所
施工：加藤組

帝塚山の閑静な住宅地に位置する今回の敷地は、3方を住宅に囲まれている
ため車庫との間に水盤のあるテラス、また、キッチン前にはシンボルツリーのある
中庭を配し、そこにLDKの開口部を設けることで開放感を確保した。建物は車
庫棟と住宅棟に分かれており、外観はそれぞれの層が雁行しながらインタラク
ティブな関係を生み出している。外壁にはチーク材を多用し、植栽の成長ととも
に経年変化を楽しむことができる。アプローチには美しい樹形の木 を々重ねて配
置することで、四季折々の緑を常に感じる事ができ、中庭にはセンターテーブル
にヤマボウシを植え込み、緑と木漏れ日を享受でき各々の空間と連続性を持た
せた事で、中庭を中心に営みが生まれ、家族の絆がより深められていくだろう。

所 在 地：大阪市阿倍野区
用　　途：専用住宅
竣　　工：2018.05
構造設計：玉木建築設計
　　　　　事務所
構造規模：RC 造
　　　　　地上 3 階建
敷地面積：344.7㎡
建築面積：121.5㎡
延床面積：241.8㎡
写　　真：松村芳治
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（公社）大阪府建築士会　社会貢献部門　“住宅を設計する仲間達”委員会

18-19
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

十
五
年
ぶ
り
に
な
る
だ
ろ
う
か
、
二
〇
一
九
年

十
一
月
、
薄
っ
す
ら
雪
景
色
の
中
、
北
海
道
大
学

を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
札
幌
駅
北
口
か
ら
徒

歩
数
分
で
正
門
に
辿
り
着
く
。
広
大
な
キ
ャ
ン
パ

ス
の
中
央
を
南
北
に
走
る
通
り
の
南
端
に
、
ク

ラ
ー
ク
記
念
会
館
が
見
え
て
く
る
。
水
平
に
伸
び

る
大
庇
と
白
磁
器
タ
イ
ル
の
外
壁
が
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
を
成
す
骨
太
な
外
観
が
印
象
的
だ
。地
上
三
階
、

延
床
面
積
約
六
千
㎡
の
当
時
と
し
て
は
破
格
の
規

模
を
も
つ
。
設
計
は
、
同
大
建
築
工
学
科
助
教
授

の
太
田
実
（
一
九
二
三
～
二
〇
〇
四
年
）
で
あ
る
。

　

因
み
に
、
掲
載
誌
の
『
建
築
文
化
』
は
、﹁
学

校
建
築
﹂
特
集
号
で
あ
り
、
編
集
者
が
地
方
の
近

代
建
築
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
よ
う
と
し
た
の
だ

ろ
う
、松
村
正
恒
の
日
土
小
学
校
も
掲
載
さ
れ
た
。

太
田
は
、
こ
の
日
本
初
と
な
る
学
生
会
館
の
設
立

趣
旨
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

﹁
ク
ラ
ー
ク
記
念
会
館
と
い
っ
て
も
モ
ニ
ュ
ー
メ

ン
タ
ル
な
形
式
的
記
念
建
造
物
で
は
な
い
。
ク

ラ
ー
ク
精
神
を
現
代
に
生
か
す
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
そ
の
内
容
は
学
生
会
館
と
し
て
出
発
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
都
市
に
核
的
中
心
が
必
要
な
よ
う

に
、
大
学
内
に
も
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン

タ
ー
が
必
要
で
あ
る
。学
生
生
活
の
中
心
と
し
て
、

生
活
的
な
必
要
施
設
の
ほ
か
、
課
外
の
サ
ー
ク
ル

活
動
を
容
れ
、
同
時
に
そ
の
横
の
つ
な
が
り
を
つ

く
り
だ
し
得
る
よ
う
な
施
設
が
必
要
で
あ
っ
た
。﹂

（
太
田
実
﹁
ク
ラ
ー
ク
記
念
会
館
・
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
﹂『
建
築
文
化
』
一
九
六
〇
年
二
月
号
）

　

戦
前
に
は
な
か
っ
た
学
生
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
こ
と
に
、
戦
後
の
息
吹

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
続
い
て
、

特
徴
的
な
水
平
に
伸
び
る
大
庇
に
つ
い
て
、太
田

は
、﹁
風
土
化
へ
の
努
力
﹂
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
説
明
を
加
え
て
い
く
。

﹁
北
海
道
と
い
う
特
殊
な
風
土
環
境
に
ふ
さ
わ
し

い
建
築
に
す
る
た
め
に
技
術
的
に
も
い
く
つ
か
の

配
慮
が
試
み
ら
れ
た
。
軒
庇
を
大
き
く
張
り
出
し

た
の
も
、
外
壁
の
ウ
ェ
ザ
リ
ン
グ
上
の
保
護
と
同

時
に
水
平
線
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
北
海

道
の
広
大
な
土
地
と
く
に
北
大
の
ひ
ろ
い
キ
ャ
ン

パ
ス
の
自
然
環
境
に
は
水
平
線
強
調
の
建
築
の
方

が
適
応
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
建
物
の
フ
ェ
ー
シ
ン
グ
と
し
て
は
、
セ

ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
の
よ
う
に
動
的
な
使
わ
れ
方
を

す
る
と
こ
ろ
は
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
て
開
放
感
と
内

外
の
空
間
的
融
合
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、
静
か

な
使
わ
れ
方
を
す
る
空
間
は
カ
ン
テ
ィ
レ
バ
ー
で

張
り
出
し
二
重
壁
に
し
て
小
窓
構
成
を
試
み
た
。

こ
の
一
見
、
オ
ー
バ
ー
を
は
お
っ
た
よ
う
な
外
套

的
処
理
も
、
風
土
化
へ
の
試
み
の
ひ
と
つ
の
あ
ら

わ
れ
で
あ
る
。﹂

　

外
観
の
特
徴
が
簡
潔
に
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
内
部
に
つ
い
て
は
、次
の
よ
う
な
説
明
が
続
く
。

﹁
内
部
空
間
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
外
部
と
同
様
、

柱
・
梁
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
躯
体
を
打
放
し
で
あ
ら

わ
し
て
、モ
デ
ュ
ー
ル
に
よ
る
空
間
分
割
を
行
い
、

各
室
機
能
に
即
し
た
素
材
を
活
用
し
な
が
ら
、
同

時
に
同
一
内
容
の
面
に
は
同
一
仕
上
を
用
い
て
、

全
館
を
通
ず
る
視
覚
上
の
統
一
的
連
続
感
を
つ
く

り
だ
そ
う
と
し
た
。
色
彩
の
使
用
は
、
外
部
に
は

意
識
的
に
乏
し
く
し
、
白
と
グ
レ
イ
を
基
調
と
し

て
い
る
が
、
内
部
に
は
積
極
的
に
強
く
明
る
い
色

を
使
用
し
て
あ
た
た
か
み
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
し

た
。﹂

　

こ
の
説
明
か
ら
も
、
何
も
付
け
加
え
る
必
要
が

な
い
ほ
ど
、
極
め
て
理
念
的
な
設
計
が
施
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、太
田
は
、

な
ぜ
風
土
性
を
理
解
し
、
風
雪
に
耐
え
る
建
築
を

目
標
に
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

太
田
は
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
や
ワ
ル
タ
ー
・

グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
先
駆
者
と
共

に
近
代
建
築
国
際
会
議
（CIA

M

）
の
創
設
に
か

か
わ
り
、
長
く
書
記
長
と
し
て
活
躍
し
た
著
名
な

建
築
史
家
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ギ
ー
デ
ィ
オ
ン

（
一
八
九
三
～
一
九
六
八
年
）
の
主
著
『
空
間 

時

間 

建
築
』を
い
ち
早
く
翻
訳
し
て
日
本
に
紹
介
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
私
事
な
が
ら
、
筆
者
に

は
、
遠
い
昔
の
二
十
歳
の
学
生
時
代
に
、
必
読
書

と
言
わ
れ
て
い
た
千
ペ
ー
ジ
を
越
え
る
全
二
巻
の

ず
し
り
と
重
い
こ
の
大
著
が
高
価
（
全
二
巻
七
千

五
百
円
）
だ
っ
た
た
め
に
、
肉
体
労
働
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
購
入
し
た
懐
か
し
い
思
い
出
が
あ
る
。

今
も
手
元
に
あ
る
そ
の
新
版（
丸
善
一
九
六
九
年
）

の
﹁
訳
者
あ
と
が
き
﹂
に
は
、
前
年
に
ギ
ー
デ
ィ

オ
ン
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
次
の
よ
う

な
太
田
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
た
。

﹁
建
築
と
都
市
に
た
ず
さ
わ
る
設
計
家
や
計
画
家

に
期
待
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
人
間
環
境
の
そ
の

名
に
値
す
る
人
間
性
の
回
復
で
あ
り
、
そ
れ
に
役

立
つ
解
決
策
の
創
造
と
具
現
化
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
い
か
に
困
難
な
矛
盾
を
は
ら
む
現
実
と
は

い
え
、
い
た
ず
ら
に
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
状
況

把
握
の
中
で
は
、
真
の
感
情
の
解
放
は
あ
り
得
な

い
で
あ
ろ
う
。
巨
匠
に
つ
づ
く
途
が
、
彼
ら
の
表

面
的
な
形
骸
や
手
法
の
模
倣
で
な
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
世
に
容
れ
ら
れ
ず
多
く
の
迫
害
を

こ
う
む
り
な
が
ら
も
、
断
乎
と
し
て
堅
持
し
つ
づ

け
た
彼
ら
の
内
な
る
創
造
の
精
神
こ
そ
継
承
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
当
の
も
の
で
あ
る
。
本
書
は

そ
の
よ
う
な
創
造
の
精
神
の
貴
重
さ
と
重
要
性
を

読
む
者
に
深
く
う
っ
た
え
つ
づ
け
て
い
る
。﹂

　

こ
の
文
章
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
太
田

は
、
近
代
建
築
運
動
の
先
駆
者
た
ち
の
仕
事
を
、

翻
訳
す
る
中
で
深
く
理
解
し
、
い
ち
早
く
風
土
性

に
根
ざ
す
こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
い
て
い
た
の
だ

と
思
う
。大
切
に
維
持
さ
れ
て
い
る
建
物
を
見
て
、

こ
の
大
著
を
若
い
学
生
た
ち
と
読
み
た
く
な
っ
た
。

センター・ホールを見下ろす

北側正面外観

北海道大学クラーク記念会館　1959 年
北の台地に根ざした近代建築
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建
築
相
談
室
か
ら 

四
十
七

　
　
　
　

悩
め
る
建
築
士　

二　

文　

橋
本
頼
幸

　

本
会
建
築
相
談
室
に
は
一
二
一
九
件
の
電
話
相

談
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
﹁
建
築
士
・
設
計
監
理
者
﹂

か
ら
の
相
談
が
一
九
件
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
相
談
内

容
を
見
て
い
る
と
、
建
築
士
と
し
て
、
設
計
監
理
者

と
し
て
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
今
回
も
前
回
に
引
き
続
き
そ
ん
な
悩
め

る
建
築
士
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

技
術
的
な
相
談　

一

　
﹁
行
政
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。
擁
壁
の
上
に
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
立
て
る
と
き
の
方
法
を
知
り
た
い
。
ケ
ミ
カ
ル
ア

ン
カ
ー
な
ど
で
大
丈
夫
か
？
﹂
こ
ち
ら
も
前
回
紹
介

し
た
確
認
申
請
に
ま
つ
わ
る
相
談
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
面
と
向
か
っ
て
聞
き
に
く
い
の
で
、

建
築
士
会
に
聞
い
て
み
た
、
と
い
う
よ
う
な
相
談
か
と

思
い
ま
す
。
行
政
の
担
当
者
も
回
答
に
困
っ
て
本
会

相
談
室
を
紹
介
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
来

は
ご
自
身
で
解
決
さ
れ
る
か
、
構
造
設
計
者
に
判
断

を
し
て
も
ら
う
か
、
と
い
う
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
関
す
る
こ
と
で
は
少

し
違
っ
た
こ
ん
な
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。﹁
計
画
中

の
隣
地
に
高
さ
二ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ

る
。
控
え
壁
も
あ
る
。
近
隣
説
明
会
で
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
対
策
を
求
め
ら
れ
た
も
の
の
、

塀
は
隣
地
内
に
あ
り
、
所
有
も
管
理
も
隣
地
所
有

者
で
、
対
応
に
限
界
が
あ
る
。
何
も
し
な
い
わ
け
に

行
か
な
い
の
で
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
？
﹂
設
計
業

務
の
中
で
、
隣
地
に
あ
る
構
造
物
や
従
前
か
ら
あ
る

隣
地
と
ま
た
い
で
設
置
さ
れ
て
い
る
塀
な
ど
の
取
り

扱
い
に
こ
ま
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
起
こ
り
ま
す
。
正
解

が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
隣
地
を
巻
き
込
ん
で
話
し

合
う
ほ
か
な
い
の
で
す
が
、
費
用
負
担
の
問
題
な
ど

判
断
に
困
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
　
編
集
後
記

河
合
哲
夫

　

徳
岡
昌
克
氏
の
取
材
を
通
し
て
、
ど
う
し
て
も

氏
の
作
品
に
触
れ
た
く
な
っ
た
。
数
日
間
続
い
た

暖
か
い
気
候
が
一
変
し
冷
え
込
ん
だ
曇
り
空
の

下
、
滋
賀
県
大
津
市
志
賀
町
を
訪
れ
た
。

　

志
賀
町
立
図
書
館
（
現
大
津
市
立
和
邇
図
書

館
）
の
ド
ー
ム
に
包
ま
れ
る
印
象
的
な
内
部
空
間

は
、
市
民
の
心
象
の
シ
ン
ボ
ル
に
違
い
な
い
。
志

賀
町
民
セ
ン
タ
ー
（
現
和
邇
市
民
セ
ン
タ
ー
）
は
、

比
良
の
山
並
み
に
呼
応
し
て
風
景
を
つ
く
っ
て
い

る
。
志
賀
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
現
大
津
市
木

戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
は
、
周
囲
の
建
物

に
完
全
に
溶
け
込
み
な
が
ら
、
良
質
な
家
並
み
を

生
ん
で
い
た
。
志
賀
町
役
場
（
現
大
津
市
木
戸
支

所
）
の
ル
ー
バ
ー
で
覆
わ
れ
た
外
観
は
、
湖
面
に

注
ぐ
風
と
光
を
か
た
ち
に
し
た
み
た
い
だ
。
い
ず

れ
も
遥
か
昔
か
ら
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
馴
染
ん

で
い
る
。
そ
れ
ら
は
決
し
て
雄
弁
で
は
な
い
。
革

命
的
で
も
革
新
的
で
あ
ろ
う
と
も
せ
ず
、
む
し
ろ

そ
の
逆
で
あ
る
。
風
土
や
伝
統
に
深
い
敬
意
を
払

い
な
が
ら
、
場
所
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
全
力
を

注
ぐ
。﹁
建
築
は
背
景
な
ん
だ
よ
﹂
―
徳
岡
浩
二

社
長
が
語
っ
て
く
れ
た
昌
克
氏
の
言
葉
。
冬
の
湖

西
が
建
築
家
と
し
て
の
良
心
に
猛
省
を
迫
っ
た
。

技
術
的
な
相
談　

二

　
﹁
旗
竿
敷
地
で
、
こ
ち
ら
の
敷
地
の
窓
に
面
し
て

建
築
中
の
建
物
の
ベ
ラ
ン
ダ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

五
〇㎝
以
上
は
離
れ
て
い
る
が
、基
準
は
な
い
の
か
？
﹂

こ
ち
ら
も
少
し
調
べ
た
ら
わ
か
る
よ
う
な
内
容
で
は

あ
り
ま
す
が
、
他
の
建
築
士
の
意
見
を
聞
き
た
か
っ

た
、
と
い
う
よ
う
な
事
情
で
し
ょ
う
か
？

設
計
時
の
不
注
意
に
よ
る
追
加
費
用
の
負
担

　

設
計
業
務
で
起
こ
り
が
ち
な
こ
と
と
し
て
、
設
計

業
務
の
不
注
意
や
見
落
と
し
確
認
申
請
機
関
の
指

摘
や
指
導
に
よ
っ
て
追
加
工
事
費
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
東
海
地
方
の
建
築
士
か
ら
﹁
確
認

申
請
中
の
物
件
で
、
設
計
で
準
耐
火
の
使
用
が
抜
け

て
い
た
。
施
工
会
社
は
そ
の
ま
ま
工
事
契
約
を
し
た

た
め
、
防
火
仕
様
を
契
約
に
入
れ
な
か
っ
た
。
い
ま
さ

ら
施
主
に
設
計
ミ
ス
と
言
え
な
い
の
で
、
全
額
負
担

し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
が
、
負
担
し
な
い
と
い
け
な

い
の
か
？
﹂
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
設
計
に

携
わ
っ
て
い
る
と
一
度
や
二
度
は
経
験
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

ど
れ
だ
け
丁
寧
に
調
べ
て
い
た
と

し
て
も
、
見
落
と
が
あ
り
あ
と
か
ら
指
摘
さ
れ
る
条

例
や
規
則
な
ど
も
あ
り
、
単
純
な
設
計
ミ
ス
と
言
い

に
く
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。確
認
申
請
が
終
わ
る
ま
で

工
事
請
負
契
約
を
し
な
い
ほ
う
が
無
難
で
す
が
…
。

資
格
や
講
習
会
は
必
要
？

　

設
計
事
務
所
か
ら
﹁
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
鉄

骨
造
の
文
教
施
設
建
物
の
耐
震
診
断
を
行
う
た
め

に
、
防
災
協
会
と
文
教
施
設
協
会
の
講
習
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
か
？
﹂
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
﹁
耐
震
基
準
適
合
証
明
書
は
ど
こ
が
発
行
す
る
の

か
？
﹂
と
い
う
建
築
士
か
ら
の
電
話
も
あ
り
ま
し
た
。

建
築
士
の
悩
み
も
さ
ま
ざ
ま

　

建
築
士
も
色
々
と
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ

ま
す
。
次
回
は
、
建
築
士
だ
け
で
な
く
施
工
者
の

悩
み
や
相
談
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

二
月
十
九
日（
水
）
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
二
名 

監
事
二
名

（
１
）
一
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
一
七
、

二
七
五
、三
八
九
円
、
支
出
一
二
、〇
六
四
、六
四

八
円
、
差
引
五
、二
一
〇
、七
四
一
円
で
、
本
年
度

累
計
の
収
支
差
引
九
、七
八
〇
、四
一
九
円
を
報
告

し
て
承
認
し
ま
し
た
。

三
月
末
の
決
算
見
込
み
は
、
前
月
度
に
比
べ
半
減

し
た
も
の
の
現
在
約
一
二
六
万
円
の
赤
字
決
算
の

見
込
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

（
２
）
耐
震
委
員
会
運
営
規
程
の
改
正

正
会
員
の
工
事
監
理
の
下
で
行
う
木
造
住
宅
の
耐

震
補
強
工
事
に
つ
い
て
、
準
委
員
に
も
認
め
る
こ

と
を
承
認
し
ま
し
た
。

（
３
）
日
建
学
院
と
の
覚
書
締
結

本
会
賛
助
会
員
で
あ
る
日
建
学
院
が
開
催
す
る
講

座
の
本
会
会
員
割
引
に
関
す
る
覚
書
の
締
結
を
承

認
し
ま
し
た
。

（
４
）
Ｒ
二
Ｒ
三
年
度
理
事
・
監
事
候
補
者
の
選
出

一
月
二
九
日
の
役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
に
お
い

て
、
会
長
及
び
各
部
門
か
ら
の
推
薦
者
二
〇
名
及

び
一
期
の
任
期
満
了
者
八
名
の
計
二
八
名
の
正
会

員
か
ら
選
考
さ
れ
た
理
事
候
補
者
二
三
名
、
監
事

候
補
者
一
名
を
定
時
総
会
に
諮
る
こ
と
を
承
認
し

ま
し
た
。

（
５
）
万
博
協
会
へ
の
提
案

二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
の
﹁
未
来
社

会
の
ア
イ
デ
ア
﹂
募
集
に
、
地
球
環
境
へ
の
配
慮

や
移
築
・
再
利
用
に
も
適
し
た
地
場
産
木
材
に
よ

る
﹁
木
造
パ
ピ
リ
オ
ン
の
建
設
﹂
を
府
木
材
連
合

会
等
と
と
も
に
提
案
し
た
こ
と
を
了
承
し
ま
し
た
。



　400 年の歴史を持つ淡路瓦は「淡路瓦イ
ズム」を通し、これからの時代に社会から必
要とされる瓦づくりに挑戦を続けています。
今年も淡路瓦イズムを実践している会社を紹
介します。

　淡路瓦工業組合には、現在 68 社の企業が
加盟しています。陶器瓦には、デザインや用
途により多数の種類があり、それぞれに平瓦
と役物瓦があります。さらに仕上げも無釉の
瓦と釉薬瓦があり、その中でも様々な仕上げ
方法があります。また、屋根以外の用途も敷
き瓦だけでなくエクステリア製品やインテリ
ア製品としても拡大しています。そうしたな
かで、淡路瓦の各企業は、それぞれが得意と
する専門分野により特徴を持っています。
　今号で紹介する朝日窯業株式会社は、
1805 年創業の伝統ある企業です。多くの形
状や仕上げの屋根瓦を生産できる体制が整え
られており、特注も含め広い対応力を持つこ

とに特徴があります。また、オートメーショ
ン方式の生産体制を整え省力化も推し進める
ことで、お客様のニーズにスピーディでリー
ズナブルに応える力を持っています。特に近
年は、そうした対応力を生かし海外の市場拡
大にも注力し、国内外の大型プロジェクトを
中心にフィールドを広げています。
　「古代いぶし玄武」は、そうした海外市場で
も大きな役割を果たしている注目製品です。
　淡路瓦は、「なめ土」という肌理の細かい良
質の粘土から生み出される品質の高い瓦で、
特に銀色に輝くいぶし瓦の生産では国内一の
シェアを誇ります。いぶし瓦は、還元焼成と
いう方法で瓦の表面に形成される炭素の幕が
光を乱反射することで得られる金属的な光沢
の美しさが特徴です。しかしながら均質で美
しい仕上がりが、古建築や古い街並みの中で
不釣り合いに感じられることがあります。
　「古代いぶし玄武」は、従来のいぶし瓦よ
りも高温で焼成することで、まるで長い年月

を経たかのような自然な窯変による味わいあ
る「黒さ」が特徴で、そうした古建築の景観
に相応しい屋根を形成することが可能です。
さらに、高温で焼き締められることにより、
吸水率を低くすることができ、国内外の寒冷
地における凍害への耐久性が飛躍的に向上し
ま した。また表面の硬度が高いことから、
金属で激しく引っ掻いても傷が付かない優れ
た材料に仕上がります。
　朝日窯業株式会社は、瓦の形状や仕上げへ
の高い対応力を持っていることから、その「古
代いぶし玄武」を台湾や中国における伝統的
な瓦や、特殊な形状に合わせて適応させるこ
とができ、市場の要求に応えているのです。
　「特殊な形状や困難な条件に挑戦する仕事
ほど面白い」と語られる道上哲治常務取締役
の言葉の通り、伝統を「守る」だけでは決し
てなく、新しいニーズに応え続ける淡路瓦に
注目して下さい。

■淡路瓦のお問い合わせ先
　淡路瓦工業組合
　兵庫県南あわじ市湊 134
　Tel.0799-38-0570　Fax.0799-37-2030
　　info@a-kawara.jp
　　http://www.a-kawara.jp/

『古代いぶし  玄武』
朝日窯業株式会社

取材：河合哲夫／建築情報部門委員

http://asahiyogyo.com/index.html
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嘉麻市立碓井琴平文化館　　設計　徳岡昌克

　福岡県のほぼ中央部に位置する碓井町は、「碓井郷」の往古よ
り、自然に抱かれ、独自の郷土文化を育んできた。二十一世紀へ向
けて文化を軸にした個性豊かな町づくりの拠点として計画された碓
井琴平文化館は、郷土出身の詩人画家、織田廣喜画伯の作品を収
蔵、展示する美術館、古代から現代までの郷土資料を展示する碓井
郷土館、戦争資料や社会活動家の資料を展示する平和祈念館、そ
して町民への情報提供拠点となる図書館の四施設から構成される。
　織田廣喜画伯の作品の常設展示による美術館には、貸しギャラ
リーとしても利用できる企画展示室も設け、町民の芸術活動全般を
支授する施設とした。また、エントランスホールを介して郷土館とつな
ぐことで管理を集約しながら各館の独自性をもたせるように配慮し
た。図書館は、中央に大きな吹き抜けをとって天空光を取り入れ開
放的な空間構成としている。二階の平和祈念館には、吹抜けを巡
る明快な回遊動線を設定し、単独利用を考慮してブリッジによる個
別のアプローチ動線も確保されている。
　織田画伯の作風に周辺環境、地域特性を加味し、屋根は玄昌
石茸き、壁は織田画伯の自由な画風、温かい人柄、包容力のある
人生、あるいはまた芸術作品の永遠に失われることのない生命力を
象徴するモチーフとして青海波文様を用いた漆喰途りとした。公園
には竹と笹を主体とした植栽で修景した回遊式の散策路と多目的
広場を設け、憩いの場を創出している。
　朱と白壁の建築的アンサンブルが木々の緑に包まれ、生き生きと
した心豊かな暮らしを演出することを願っている。

受賞：第9回福岡県建築住宅文化賞大賞
　　　第8回ブルガリア世界建築トリエンナーレウィーン市長賞
　　　第８回公共建築賞地域特別賞（九州・沖縄地区）

撮影：SS九州（航空写真）、村井 修


